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◆ 奈良大学の図書館はすごい

◆ 国文学科の研究室はすごい

◆ がんばる卒業生たち

◆ 〈研究〉は先生だけのものじゃない！
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国文学科の教員によるショートエッセイを各ページに掲載しています。イセツエにはろい
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以心伝心という言葉があるが、指揮者はオーケストラに指揮棒で指示を与える。指揮者は、練習を通じて自分の指揮の方法を伝えてゆくのだという。つまり、
Ａという指揮者がこう指示したら、アップ・テンポを表すのだというに。しかし、その程度、度合いというものは指揮者によって違う。その微妙なところは、指
揮者の表情を読み取るしかないらしい。つまり、顔でも指揮をしているのか？

ローカリズムの敷延が近年の顕著な潮流です。漫才などを契機として大阪弁が全国に流布したのもその流れのなかにあります。また、公的な場でも東北弁を
そのままにしゃべることがけっして恥ずかしいことではないといった状況が現出しています。そして、それが誠実な自己主張である、と捉える見方が一般的
になりつつあります。

い ろ

奈良大学の国文学科とは

それぞれの国には、それぞれの国の言葉があり、その言葉で書かれた文学

があります。日本には、日本の言葉があり、日本の言葉で書かれた文学があ

ります。国文学科は、その国の言語と文学を学ぶ学科と考えてよいのです

が、それぞれの大学には、それぞれの大学の国文学の特徴というものがあり

ます。同じ国文学を学んでも、学んだ大学が違えばその内容は異なります

し、学んだ教員が異なれば、その内容も異なります。

この冊子は、奈良大学の国文学の特徴を、わかりやすく多くの人に伝える

ために作られたものです。それを私たちは、国文学への扉と呼ぶことにしま

した。私たち奈良大学のスタッフは、自らの持っている力を信じ、教育と、研

究と、社会貢献をしてきました。そんな私たちの活動の一端を、この冊子を

通じて、多くの人びとにお知らせしたいのです。

学びのポイント

写真：奈良近代文学散歩の様子

日本の言葉・文化を系統的に学ぶ1

体験型授業や学科企画などを通して「本物」を体感する2

国文学科での学びを活かした就職をサポート3

文学の舞台となった
奈良を体感する

五感を通じて、
言葉・文化に出会う

「言葉」「もの」「表現」をめぐる6つのステージ（古典文学・近現代文学・表象文化・日本
語・出版文化・伝承文化）を設定。
各自の関心や興味に応じて他分野を横断的に学べる自由度の高いカリキュラムです。

日本の言葉や文学を学ぶには、体感する
ことが何よりも大切です。先人たちが遺
してくれた貴重な資料に触れたり、見
る・聞く・食べるといった経験を積むこ
とで、文字だけではわからない豊かな世
界を知ることができます。

特別講義「図書館で働く」 国語教育研究会で
教育現場の実情を知る

国文学科での学びの一つひとつが、社会
に出てから必要な、調査・分析能力、コ
ミュニケーション能力、問題解決能力な
どに繋がります。特に、国語の教員や司
書を希望する人のために、特別講義や国
語教育研究会を開催するなど、さまざま
な面でサポートします。

1年生 必修科目 「言語・文学」で研究の基礎的な方法論を学ぶ。

選択科目
（1～4年生）

「国文学史」「国語学概論」「近代文学概論」などで、文学
や語学の基礎的な知識を習得する。「伝統芸能鑑賞」
「実地見学踏査」で〈本物〉を体感する。

2年生 必修科目 「国文学講読」で作品やことばを
深く読み解く力を身につける。

選択科目
（2～4年生）

「平安文学論」「近代小説論」「現代日本語論」などで、文
学や語学の専門的な知識を習得する。

3年生 必修科目 「演習Ⅰ・Ⅱ」で研究手法や論文制作の方法を学ぶ。

選択科目
（3～4年生）

「比較交流論」「国語学特殊講義」「書物出版学実
習」などで、文学・語学をめぐる多様な視点を養
う。

4年生
必修科目 「演習Ⅲ・Ⅳ」「卒業論文」で研究テーマを決定し、

卒業論文を制作する。
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新入生研修

版本には、下のほうに手ずれの跡が黒くなって残っていることがある。また、時折落書が残っていることもある。挿絵の人物にひげを付け足すような他愛も
ないものから、読後感をまとめたものまであり、まさに多様である。私は、これらを眺めながら、「いったいどれほどの人が、この本を手に取ったのだろうか」
と思い、感慨に浸るのである。

日本という語には、「にほん」「にっぽん」と二通りの読みがある。このごろ種々の場面で「にっぽん」という荒っぽい発音を耳にすることが多く、何となくきな
臭いものを感じるのは僻見であろうか。

は に

国文学科の1年

国文学科の活動は、４月のオリエンテーション（必修科目のクラス分け）からスタートし
ます。１年生を対象とした「新入生研修（４月）」、2・３年生を対象とした「学外研修」、そして
全学年を対象とした「七夕を学ぶ会（７月）」「体験講義（12月）」「海外研修（３月、隔年）」など
を実施し、より深く楽しい学びの場が生まれています。

国文学科には「言葉」「もの」「表現」をめぐる６つのコースが設定されています。日本の言
葉が生み出した華やぎの世界を、深く・系統的に学び、自らの心を自らの言葉でつむぎだせ
る人間性を磨きます。

七夕を学ぶ会

stage

4
日本語のしくみ・応用を知る

日本語 音声・文字・語彙・文法といった、さまざまな角度から日本語を学びます。また、
いろいろな漢字表記、言葉遊び、珍しい語や現代とずれる語などを、古典や現代方
言を参照しながら考えます。

stage

6
神話や伝統芸能に触れる

伝承文化 神話や伝承、各地に伝わる物語、能狂言・文楽・歌舞伎に代表される古典芸能、各
地の民謡など、声から声、体から体に伝承された文化を学びます。文楽や歌舞伎を
実際に劇場で鑑賞する授業もあります。

stage

5
現代まで続く出版文化を学ぶ

出版文化 江戸時代の板木や板本に触れながら、日本の伝統的な出版文化を体験的に学
びます。また、製作者の熱意と技術を通して、出版文化の過去・現在・未来を考え
ます。

■科目名／国語学概論、日本語の歴史、現代日本語論、日本語教育論など

stage

1
幅広い時代の文学を伝統文化とともに学ぶ

古典文学 奈良時代の万葉集から江戸時代の西鶴や馬琴まで、日本の古典文学を幅広く学
びます。また、文字だけではなく、衣食住のさまざまな観点から、日本の華やかな
伝統文化を学びます。

■科目名／国文学史、古典文学概論、近世文学論、和歌歌謡論など

stage

2
さまざまな角度から近現代文学に接近

近現代文学 明治時代から現代まで、さまざまな作家の作品を丹念に読み解いていきます。
また、文学に関する基礎的知識を身につけながら、メディア・思想・風俗などのあ
らゆる角度からアプローチしていきます。

■科目名／近代文学概論、近代小説論、近代詩歌論など

■科目名／神話伝承論、伝統芸能鑑賞、身体表現実習など

stage

3
文学を複合領域としてとらえる

表象文化 文学は映画やドラマ、アニメなどに形を変え、新たな物語を紡いでいます。ま
た、映像・美術・音楽といった表現形式とも影響しあっています。さまざまな周辺
領域とのかかわりの中で、文学の多様なスタイルを考えていきます。

■科目名／現代文化論、現代文学論、メディア文化論など

■科目名／資料調査実習、書物出版学実習、編集実習、書物論など

言葉・もの・表現をめぐる6つのステージ

入学式・前期授業開始
新入生研修
奈良近代文学散歩

卒業論文題目提出
特別講義
2回生学外研修

前期授業終了
オープンキャンパス
七夕を学ぶ会

オープンキャンパス

後期授業開始

3回生学外研修

青垣祭
特別講義

卒業論文提出
体験講義

板書講習会
後期授業終了

卒業式
オープンキャンパス

４月

6月

7月

8月

9月

10月

11月

12月

1月

3月

オープンキャンパス

学外研修 in 宇治

奈良近代文学散歩

体験講義「江戸の蕎麦文化を学ぶ」
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見て、触れて、聴いて、食べて…「体感する」国文学！

「星はなんでも知っている／夕べあの娘が泣いたのも……」というメロディーが街に流れたのは、東京タワーが完成した1958年。ロマンティックな歌で知ら
れる与謝野晶子は星菫派と呼ばれましたね。夏目漱石の「夢十夜」には、星のかけらを墓の上に置いて欲しいと遺言をする女性が登場します。このように頼ま
れたとしたら君はどう思いますか。究極の恋愛？それとも悪夢？

ほ

「へまむしょ入道」。 落書きの代名詞である「へのへのもへじ」は江戸中期頃に作られたようである。これよりも古いものに「へまむしょ入道（ヘマムシ入道）」
がある。横を向いた入道の姿を描いたもので、室町時代には既に存在していたらしい。なんと日本国語大辞典にも立項されている（しかも、図入り）。くだらな
い落書きも、時間が経てば重要な資料となるようだ。ただし、決して学校の机に落書きはしないように。むしろ、見つけたら消してください。

国文学科の体験型授業＆学科企画

発表の準備をする

くずし字を読む会

情報収集・分析能力 問題（課題）解決能力プレゼンテーション能力
コミュニケーション能力

ゼミ発表の経験を積み重ね、それぞれの能力を磨き上げていきます。

　国文学科のゼミでは、学生の興味・関心に沿って、古典文学・近現代文学・日本語など
の本質に鋭く迫ります。
　また、ゼミは学生一人ひとりが主役です。ゼミでの発表を経験することで、
さまざまな能力が身につきます。

より深く学びたい人のために

文学作品の内容や言葉の意
味を、辞書や参考書を駆使
して丁寧に調べます。

近現代文学読書会国語学（日本語学）の論文を
読んでみよう会

《身につく能力》

発表と議論
調べた結果を発表し、受講生
と議論を重ねることで、新た
な課題が浮かび上がります。

《身につく能力》

課題と向き合う
文学作品や言葉についての
理解を深めるため、一つひと
つ課題を解決していきます。

《身につく能力》

ゼミでの経験が
大きな財産に
なります。

一目でわかる国文学科のゼミ

国文学科では、通常のゼミとは別に、教員主宰の自主勉強会がおこなわれています。
ゼミの枠をこえて、意欲的な学生が集い、より深い学びの場となっています。

奈良大学国文学科では、〈本物〉に触れること、実際に体験することが重んじられ
ています。

古代から現代まで数多くの文学作品の舞台となった奈良。
実地見学や学外研修などを通じて、肌で作品世界を感じることができます。
ここでしかできない〈本物〉の体験が待っています。

奈良近代文学散歩 身体表現実習

海外研修

伝統芸能鑑賞

歌舞伎や文楽
などの伝統芸能を、

実際の劇場の舞台で
鑑賞することができます。

学生のうちに伝統芸能通に
なれること確実！

チケット代も一般より
かなりお得です。

古典芸能や邦楽などを
学ぶことができます。

一生モノの経験になりますよ。

東アジアを中心に、
短期間の海外研修を実施しています。

既存の枠にとらわれない、国際的な視点で
国文学を学べる絶好の機会です。

奈良ゆかりの
近代文学の史跡を巡ります。

これに参加せずして奈良の近代文学は
語れない。

実地見学踏査

平城宮や東大寺などを
教室にして、

古典文学の世界を体感します。
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授業で、仮名垣魯文『牛店雑談　安愚楽鍋　一名　奴論建』を読んだ。文明開化期の世相を皮肉っぽく描いたもの。「奴論建＝どろんけん」とは、オランダ語で
dronken＝酔っぱらっていること、泥酔の意味。この作は、酔っ払いのたわごとであると、自嘲的な意味をこめたものか。SM○Pの「どろんけん」事件を思い出
した。これくらいのことで、と思った。小説家にはもっとすごい「どろんけん」がたくさんいる。

大和西大寺

奈良公園近辺

東大寺：松尾芭蕉・句碑、会津八一・歌碑

　　　 長田秀雄「大仏開眼」

興福寺：阿修羅がいるぞ。

猿沢池：枕草子、芥川龍之介「龍」

　　　　 外の門など

高　畑：志賀直哉 旧居、滝井孝作 寓居

奈良で国文学を体感しよう

奈良は、万葉の時代から近現代までさまざまな文学作品に描かれてきました。飛鳥や山
の辺の道を歩いて古人の人々の見た風景を見ることもできます。
ここにあげたものはほんの一部です。
読んで、見て、歩いて、触れて、文学を体感してみてください。

国立国会図書館・関西館

奈良県立図書情報館

図書・雑誌を中心に、アジア関

係資料も充実。がんばったら

奈良大から自転車で行ける。

奈良県立万葉文化館

万葉集の時代の文化が体験できます。

「鹿男あをによし」の撮影

スポットの１つ。

唐招提寺

春日大社
平城宮跡

奈良大学

井上靖「天平の甍」

法隆寺

若草山

東大寺

葛城山

興福寺

薬師寺

生駒山

飛鳥寺

柿食えば 鐘が鳴るなり 法隆寺

（正岡子規）

三輪山

三輪山を 然も隠すか 雲だにも

心あらなも 隠さふべしや

（額田王）

鬼の親分・役の行者

が修行をした。

吉野

「義経千本桜」

谷崎潤一郎「吉野葛」

高の原

JR奈良

郡山

平端

天理

桜井

大和八木

飛鳥

吉野

近鉄奈良

山の辺の道

高松塚古墳

万葉の時代からの

有名歌人たちの碑、

多数あり。

学びの環境 奈良と文学

山
の
辺
の
道
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どうして『古事記』や『万葉集』の研究をはじめ
たんですか？

鈴木　どうして、って。そこに面白いものが
あったからかな。実はね、高校卒業したら就職
するつもりでいたんだ。高校時代に働いていた
バイト先の社長から「大学卒業後の就職の面倒
は見てやるから、世界を広げて来い」と背中を
押されて、大学進学。別に国文学科でなくても
よかったんだけど、古典と日本史が好きだった
のと、何より、国語の先生が好きだったから。そ
して、ゼミの先生の研究が楽しそうだったの
と、『万葉集』に魅了されて、あれよあれよとね。
気づいたら研究者になっていた(笑)。楽しいこ

とをやめる理由は無いよね？

そんなに『古事記』や『万葉集』って面白いんで
すか？

鈴木　そりゃ。だって神話であったり、恋の歌
であったり面白いよね。『万葉集』にこんな歌が

あるんだ。

たぶん、この女性は拗ねているよね。でも、待つ
のだろうね。俺なら待つ。「来ない」とわかって
いても、待つよね。それが「恋」ってやつじゃな
い（笑）1300年前からこんなことを表現でき
るって、スゴイよ。

先生ってロマンチストなんですね。

鈴木　…（苦笑)。想像にお任せします。

どんな学生時代だったのですか？

鈴木　バイトにあけくれていたな…。そのせい
で恋も単位も落としたよ(笑)あと話したことの
ない他学科の女子学生から「図書館の主（ぬ
し）」と呼ばれていたよ。図書館に行ったら必ず
いたから、らしい(笑)

卒論が『古事記』『万葉集』ではなかったとおっ
しゃっていましたが、卒論は何だったんです
か？

鈴木　7・８世紀の人名を国語学的に考察する
研究をしていたんだ。もともと日本史が好き
で。でも、この研究は今も継続している。

では、今は具体的に何の研究をされているんで
すか？

鈴木　具体的には『古事記』や『万葉集』の文字
表現や、ことばの表現について研究している
よ。知っているかい？『古事記』や『万葉集』は漢
字のみで書かれていることを。平仮名や片仮名
が成立していない時代の作品なんだ。だから漢
字という道具をつかって、感情や話し言葉を表
現している。それを一つ一つ見るのが実に面白
い。だから出土資料も見ているよ。
あと、今ね「万葉考古学」って称して、考古学や
歴史地理の研究者と、万葉歌が歌われた場をい
ろいろ歩きまわっている。

それって観光なんじゃ…

鈴木　そうだよね、楽しそうに見えるから観光
に見えるよね。でもね…歌われた場がどんな風
景なのか知らなくて、歌の解釈なんかできない
だろ？年齢とともに、作品の見方が変わるよう
に、それと同じで体感しなきゃわからないこと
だってあるんだ。奈良大学はね、万葉歌の故地
（ゆかりのある土地）にあるんだよ。実際に体感
しなくて、何が学問だい？
そうだ、これから「平城宮跡」まで大学から歩く
けど、一緒に来るかい？1980年愛知県生まれ。愛知県立大学大学院国際文化研究科博士後期課程修了。博士（国際文化）。九州共立大学専任講師を経て、

2021年奈良大学文学部准教授として着任、現在に至る。研究対象は、７・８世紀の文字言語とその運用に関する研究。特に『古事
記』『万葉集』のいわゆる「万葉仮名」を対象とする。主な著書に、、『万葉考古学』、『万葉集の基礎知識』（共著）、『万葉をヨム　方
法論の今とこれから』（共著）がある。

鈴木 喬 SUZUKI Takashi

古典文学／准教授

扉は入口にすぎない
どこに進むか、
何を見つけるかは自分次第
人はそれを可能性という

扉は入口にすぎない
どこに進むか、
何を見つけるかは自分次第
人はそれを可能性という

宮滝遺跡 吉野川

「胡蝶本」と呼ばれる本がある。明治大正期の出版社、籾山書店の出した一連の文芸書で、本の随所に蝶の意匠が施されている。こういう本を眺めていると、日
本の装丁芸術の高い水準を知ると同時に、文学は文字だけではないということを再認識させられる。空気を読むことが大事なのは、なにも人間関係だけでは
ないのであった。

六義（りくぎ）とは、元来、中国で漢詩の体を六種類に分けたもの。紀貫之はこれを応用し、古今和歌集の序文で和歌を六種類に分類した。漢詩よりも地位の低
い和歌を、漢詩と同等にしようとするためである。「そもそも歌のさま、六つなり。漢詩（からうた）にも、かくぞあるべき」と、和歌にももともと六種類の分類
があったという文言にその意気込みが感じられる。

ち り

す

こ ち

（訳）　「来る」と言っても来ない時があるのに、
「来ない」と言うのを来ると思って待ちませんよ。「来ない」と言うのに。

来むと言ふを　来ぬ時あるを

来じと言ふを　来むとは待たじ　来じと言ふものを

こ

こ

こ

（巻４・五二七）
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ぬちどぅたから（命ぞ宝）は、沖縄のことばで「何をおいても命こそが大切なのだ」という意味です。かつて生活の場が悲惨な戦場となった沖縄の人々が共有
する反戦平和への希求を込めたメッセージです。沖縄戦はアジア・太平洋戦争で最大規模の戦闘でした。そこでは住民を中心に20数万もの尊い人命が奪い去
られたのです。

地図を片手に史跡をめぐると、思わぬ発見があって楽しい。道に迷うこともよくあるが、かえってそれが、新たなルートを開拓することにもつながる。最近で
は、地図アプリを利用すれば、自動的にルート検索をしてくれるが、それは合理的に計算されているため、何か野暮なものに思えてならない。それなら、史跡
めぐり用ルート検索機能も開発してほしいものだ。

ぬ る

能の文学的研究をスタートとして、徹底的な詞

章分析による作品研究を中心に、能作史の流れ

に各作者の作風を位置づけるという、2000年前

後当時新しい手法で業績を上げることができま

した。その後は能を単に文学テキストとしてでは

なく、総合芸術として立体的に捉える方法に拡大

し、歌舞能がいかにして成立し発展したかについ

て、一連の考察を発表しています。

また能の現代語訳に取り組んでいます。一曲

一曲丁寧に詞章を読み解き、何が表されている

のかを、わかりやすくてしかも美しい現代語に置

き換えるという、大変難しい、でもとても楽しい

仕事です。

昨年度まで勤めていた横浜国立大学では、教

員養成学部に所属しており、広くてたくさんの教

授陣がいる大学の中で、古典文学を専門にして

いる教員が私一人という、とても淋しい、いえと

ても恵まれた？環境にいました。私が重要だと思

い、私が面白いと思う古典文学を、心置きなく自

由に取り上げて、それを教材にして学生達と共に

学んでいくという勉強を続けることができたの

です。私が専門とする能は、様々な古典文学を題

材にして作られているので、『伊勢物語』『源氏物

語』『平家物語』『義経記』、和歌・連歌などの、古

典文学の勉強がそのまま自分自身の研究に直結

しています。

最近では古典教育についても、かなり積極的

に取り組むようになっています。受験勉強として

無理矢理やらされるつまらない古文ではなく、生

きる糧となるような、あるいは世界に羽ばたく若

い人たちに対して、自国の文化に関する造詣が深

く誇りを持っていると、外国の人にわかるような

人材として送り出せるような、そのような近未来

に役立つ古典教育について考えています。

小学校のころから理科系の方が得意だったの

ですが、中学一年生の頃に放送していた大河ドラ

マの「源義経」がとても面白く、初めて古典文学

の方面に興味をもちました。そして大学二年生の

終わり頃に友達に誘われて観世能楽堂へ行き、

初めて能を観たのです。初めて観た能が、観世寿

夫の〈松風〉でした。あらかじめ岩波日本古典文

学大系『謡曲集』で予習をして行きましたから、

初めてでも完全に理解できたということもあり

ますが、本当に素敵でした。その頃の私は、ご多

分に漏れず西洋文化の吸収に積極的で、一生懸

命自分の好きなものを探していました。ただ、あ

まりピンとくるものがなくて、焦っていたのです。

そんな状態で観世寿夫さんの表現の仕方を見て

感動しました。ワッと外に出すのではなく、一度

すべてを吸収して、自分でこれを出したいという

ものだけを取捨選択して意図的に表出している

という美しさ、その表現がとても綺麗だと思いま

した。当時は、ハードロックが流行していたり、大

江健三郎を理解できないと文学が分かっていな

いと言われたり、何か感情を爆発させないとい

けない風潮がありましたが、そういったものはど

うも合わなくて、私には能が理知的な表現方法

に思えました。それで卒論は能で書こうと決めた

のです。

本当は何かを生み出すクリエイティブな仕事が

したかったのですが、それが見つからず、それな

らせめて美しいものを研究して、みんなに紹介し

たいと思うようになったからでしょうか。大学院

に進んで、能の研究者になろうと決意しました。

三宅 晶子 MIYAKE Akiko

中世日本文学（特に能楽）・古典教育／教授

■ これまでの歩み

■ 研究テーマ

古文は時の方言古文は時の方言

1953年愛知県名古屋市生まれ。早稲田大学大学院文学研究科日本文学専攻博士課程後期単位取得後退学。博士（文学）。目白学園女
子短期大学国語国文学科専任講師・助教授、横浜国立大学教育学部助教授・教授・東京学芸大学大学院連合学校教育学研究科担当
教授を経て、2019年4月より奈良大学文学部国文学科教授。第16回窪田空穂賞（早稲田大学国文学会）・第24回観世寿夫記念法政大
学農学賞受賞。
著書に『世阿弥は天才であるー能と出会うための一種の手引き書―』（草思社1995）、『歌舞の確立と展開』（ぺりかん社2001）、『歌舞
能の系譜―世阿弥から禅竹へ―』（ぺりかん社2019）、対訳で楽しむ能シリーズ刊行中（檜書店）、編著書に『もう一度読みたい日本の
古典文学』（勉誠書版2021）

教員の著作

『百人一首』学生作品

講演風景
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たいと思うようになったからでしょうか。大学院

に進んで、能の研究者になろうと決意しました。

三宅 晶子 MIYAKE Akiko

中世日本文学（特に能楽）・古典教育／教授

■ これまでの歩み

■ 研究テーマ

古文は時の方言古文は時の方言

1953年愛知県名古屋市生まれ。早稲田大学大学院文学研究科日本文学専攻博士課程後期単位取得後退学。博士（文学）。目白学園女
子短期大学国語国文学科専任講師・助教授、横浜国立大学教育学部助教授・教授・東京学芸大学大学院連合学校教育学研究科担当
教授を経て、2019年4月より奈良大学文学部国文学科教授。第16回窪田空穂賞（早稲田大学国文学会）・第24回観世寿夫記念法政大
学農学賞受賞。
著書に『世阿弥は天才であるー能と出会うための一種の手引き書―』（草思社1995）、『歌舞の確立と展開』（ぺりかん社2001）、『歌舞
能の系譜―世阿弥から禅竹へ―』（ぺりかん社2019）、対訳で楽しむ能シリーズ刊行中（檜書店）、編著書に『もう一度読みたい日本の
古典文学』（勉誠書版2021）

教員の著作

『百人一首』学生作品

講演風景
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「を」で始まる語には困る。そこで『名歌名句辞典』（三省堂）から借用。「をちこちをちこちと打つきぬたかな」（蕪村句集）という句があった。砧を打つ音がおち
こち、おちこちと遠く近くから聞こえてくる、というのだ。

「我は良、ノートを貸した友は優」（奈良大川柳）
優・良・可・不可、大学の成績評価です。毎時間出席して、ノートもばっちり。試験前も余裕で、休みがちだった友達に、ノートを貸してやりました。試験結果は・・・・・・。
なんでやねん!というところでしょうか。よくあることですが、ノートばっちりの君、講義内容が自分のものに出来ていたかどうかも反省してみましょう。

を わ

大学に入るまでは、どちらかというと古典文

学は苦手な方で、近世文学に対する興味・感心

もそれほどありませんでした。ところが、２回

生の時に受けた基礎演習で黄表紙を読んで、大

きな衝撃を受けました。子供の頃からマンガに

熱中していたので、娯楽絵本である黄表紙の美

麗な挿絵とユーモアあふれる表現に、すっかり

心を奪われてしまいました。それからというも

の、近世文学にのめり込んでいきました。単語

や文法を必死になって覚えていた高校時代と

は違って、興味を持った作品をじっくりと読む

ことができ、充実した毎日を送ることができま

した。

私が馬琴の作品に興味を持ったのは、卒論提

出を控えた４回生の秋。図書館でふと目にした

のが、日本古典文学大系に収録されている『椿

説弓張月』でした。最初はパラパラとめくって

いただけなのですが、読んでいくうちに引き込

まれ、気が付けば閉館時間がせまっていまし

た。卒論は山東京伝の黄表紙で書いたのです

が、書き終わる前から興味はすでに馬琴の方に

移り、大学院に入ってからは、ひたすら馬琴の

作品を読みあさりました。そのせいか、すっか

り馬琴びいきになってしまいました。

馬琴作品のおもしろさは、その類まれなる構

想力に尽きると思います。例えば、『椿説弓張

月』では、保元の乱で敗死した英雄・源為朝を虚

構（フィクション）の中で生きのびさせ、琉球国

の争乱を平定するといった結末としています。

また、『南総里見八犬伝』では、「犬」の字を含む

名字を持つ八犬士の活躍を描いていますが、彼

らには、それぞれ「仁・義・礼・智・忠・信・孝・悌」

というキャラクター設定がなされており、現代

のマンガやアニメにも通ずる要素が垣間見え

ます。

私の主な研究テーマは、馬琴の読本作品を

「様式」という観点から捉え直すことです。ここ

でいう様式とは、「身替り」や「血合わせ」といっ

た演劇由来の趣向、悪女や忠臣などの類型的な

人物造型を指します。数多くの作品を比較する

ことで、馬琴という作者の多様性をうかがうこ

とができるのでは、と考えています。ちなみに、

院生時代から続けてきたこの研究の成果を、

『馬琴読本の様式』という本にまとめました。

大学院で学ぶ一方で、非常勤講師として教壇

に立つ機会を得ました。ただ、自分の好きなこ

とを人に伝えるのは、簡単なようで難しいもの

です。作品のおもしろさを知ってしまうと、他

人に共感してほしいと思うものですが、なかな

か振り向いてくれません。それはあたかも、好

きになった相手に告白し、見事に振られるよう

なものです。しかし、よくよく考えてみると、そ

れは自分自身が作品に秘められたおもしろさ

を、まだ十分に理解できていないからかもしれ

ません。

また、平安文学や近代文学などと比較する

と、近世文学は認知度に差があるのも事実で

す。芭蕉・西鶴・近松・秋成といった有名どころ

を除けば、ほとんど知られていないのが現状で

す。例えば、高校までの古典の授業を振り返っ

てみても、近世文学に接する機会は少なかった

だろうと思います。それは私自身の体験にして

も同様です。しかし、逆に、大学で近世文学に接

することができれば、これまでに感じたことの

ない豊かな世界（怪異・恋愛・滑稽・風刺など）を

知ることができるでしょう。近世文学のおもし

ろさを知った皆さんが、社会に出て、それをた

くさんの人たちに伝えてくれれば、これ以上の

喜びはありません。

1982年大阪府生まれ。2013年、関西大学大学院文学研究科博士課程後期課
程修了。博士（文学）。関西大学非常勤講師・同大学大阪都市遺産研究セン
ターＰＤ、本学講師を経て、現在は准教授。
専門は曲亭馬琴を中心とする近世後期小説。著書に『馬琴読本の様式』（単
著）、『奈良の文学とことば』（共著）、論文に「京伝・馬琴の演劇利用」（『日本文
学』69-8）、「『血合わせ』再考」（『読本研究新集』13）などがある。

中尾 和昇 NAKAO Kazunori

近世文学／准教授

■ 近世文学への目覚め

■ 近世文学のおもしろさを伝えること

■ 馬琴との出会いから研究の道へ

『馬琴読本の様式』
（写真：左）

『奈良の文学とことば』
（写真：右）

教員の著作

ゼミの様子『八犬伝』が原作の浄瑠璃『八犬義士誉勇猛』

怪異・恋愛・滑稽・風刺―
近世文学を読み解くためのキーワード
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こち、おちこちと遠く近くから聞こえてくる、というのだ。

「我は良、ノートを貸した友は優」（奈良大川柳）
優・良・可・不可、大学の成績評価です。毎時間出席して、ノートもばっちり。試験前も余裕で、休みがちだった友達に、ノートを貸してやりました。試験結果は・・・・・・。
なんでやねん!というところでしょうか。よくあることですが、ノートばっちりの君、講義内容が自分のものに出来ていたかどうかも反省してみましょう。

を わ

大学に入るまでは、どちらかというと古典文

学は苦手な方で、近世文学に対する興味・感心

もそれほどありませんでした。ところが、２回

生の時に受けた基礎演習で黄表紙を読んで、大

きな衝撃を受けました。子供の頃からマンガに

熱中していたので、娯楽絵本である黄表紙の美

麗な挿絵とユーモアあふれる表現に、すっかり

心を奪われてしまいました。それからというも

の、近世文学にのめり込んでいきました。単語

や文法を必死になって覚えていた高校時代と

は違って、興味を持った作品をじっくりと読む

ことができ、充実した毎日を送ることができま

した。

私が馬琴の作品に興味を持ったのは、卒論提

出を控えた４回生の秋。図書館でふと目にした

のが、日本古典文学大系に収録されている『椿

説弓張月』でした。最初はパラパラとめくって

いただけなのですが、読んでいくうちに引き込

まれ、気が付けば閉館時間がせまっていまし

た。卒論は山東京伝の黄表紙で書いたのです

が、書き終わる前から興味はすでに馬琴の方に

移り、大学院に入ってからは、ひたすら馬琴の

作品を読みあさりました。そのせいか、すっか

り馬琴びいきになってしまいました。

馬琴作品のおもしろさは、その類まれなる構

想力に尽きると思います。例えば、『椿説弓張

月』では、保元の乱で敗死した英雄・源為朝を虚

構（フィクション）の中で生きのびさせ、琉球国

の争乱を平定するといった結末としています。

また、『南総里見八犬伝』では、「犬」の字を含む

名字を持つ八犬士の活躍を描いていますが、彼

らには、それぞれ「仁・義・礼・智・忠・信・孝・悌」

というキャラクター設定がなされており、現代

のマンガやアニメにも通ずる要素が垣間見え

ます。

私の主な研究テーマは、馬琴の読本作品を

「様式」という観点から捉え直すことです。ここ

でいう様式とは、「身替り」や「血合わせ」といっ

た演劇由来の趣向、悪女や忠臣などの類型的な

人物造型を指します。数多くの作品を比較する

ことで、馬琴という作者の多様性をうかがうこ

とができるのでは、と考えています。ちなみに、

院生時代から続けてきたこの研究の成果を、

『馬琴読本の様式』という本にまとめました。

大学院で学ぶ一方で、非常勤講師として教壇

に立つ機会を得ました。ただ、自分の好きなこ

とを人に伝えるのは、簡単なようで難しいもの

です。作品のおもしろさを知ってしまうと、他

人に共感してほしいと思うものですが、なかな

か振り向いてくれません。それはあたかも、好

きになった相手に告白し、見事に振られるよう

なものです。しかし、よくよく考えてみると、そ

れは自分自身が作品に秘められたおもしろさ

を、まだ十分に理解できていないからかもしれ

ません。

また、平安文学や近代文学などと比較する

と、近世文学は認知度に差があるのも事実で

す。芭蕉・西鶴・近松・秋成といった有名どころ

を除けば、ほとんど知られていないのが現状で

す。例えば、高校までの古典の授業を振り返っ

てみても、近世文学に接する機会は少なかった

だろうと思います。それは私自身の体験にして

も同様です。しかし、逆に、大学で近世文学に接

することができれば、これまでに感じたことの

ない豊かな世界（怪異・恋愛・滑稽・風刺など）を

知ることができるでしょう。近世文学のおもし

ろさを知った皆さんが、社会に出て、それをた

くさんの人たちに伝えてくれれば、これ以上の

喜びはありません。

1982年大阪府生まれ。2013年、関西大学大学院文学研究科博士課程後期課
程修了。博士（文学）。関西大学非常勤講師・同大学大阪都市遺産研究セン
ターＰＤ、本学講師を経て、現在は准教授。
専門は曲亭馬琴を中心とする近世後期小説。著書に『馬琴読本の様式』（単
著）、『奈良の文学とことば』（共著）、論文に「京伝・馬琴の演劇利用」（『日本文
学』69-8）、「『血合わせ』再考」（『読本研究新集』13）などがある。

中尾 和昇 NAKAO Kazunori

近世文学／准教授

■ 近世文学への目覚め

■ 近世文学のおもしろさを伝えること

■ 馬琴との出会いから研究の道へ

『馬琴読本の様式』
（写真：左）

『奈良の文学とことば』
（写真：右）

教員の著作

ゼミの様子『八犬伝』が原作の浄瑠璃『八犬義士誉勇猛』

怪異・恋愛・滑稽・風刺―
近世文学を読み解くためのキーワード
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「加水率」。 ラーメンの麺（いわゆる中華麺）は、小麦粉にアルカリ塩水溶液である「かん水」を加えて出来上がる。この水分量が「加水率」である。多加水麺は
モチモチしたちぢれ麺、少加水麺はコシの強いストレート麺が一般的である。私のおすすめは、少加水麺のちぢれ麺。慣れない人はボソボソとした食感と
文句を言うが、麺がスープを吸う醍醐味にハマると抜け出せない魅力がある。惜しむらくは、取り扱っているお店はごくわずかという点……。

与謝野晶子。大阪堺の羊羹屋のイトさんから、家を捨て、恋に生き、恋を詠んだ女性である。歌集『みだれ髪』はその官能的な描写に、世間がびっくりした。与謝
野鉄幹と結婚した彼女は、11人の子どもをもうけた。第８、９子の名前は「アウギュスト」「エレンヌ」。そういえば鷗外のところも、「於菟（オット）」「不律（フ
リッツ）」「類（ルイ）」「茉莉（マリ）」「杏奴（アンヌ）」だ。ハイカラすぎて脱帽。

か よ

もともとは、夏目漱石を研究していました。

大学院博士課程では、「それから」や「こころ」な

どから、明治の恋愛精神史について考えてみた

いと思ったところ、同時代の文学に目を広げて

みると、そこはなんと、漱石同様に、恋愛や性に

苦しみ、七転八倒する主人公たちがいました。

女弟子にホレて、一人悶々とする中年作家、別

れた妻に未練たらたらの男性、芸者や妾にいれ

あげて人生を棒にふる男性など、今読むと、

笑ってしまうような〈だめんず〉たちなのです

が、妙に気にかかりました。

当時、文学テクストを女性の立場から読みな

おすフェミニズム研究や、男性と女性の非対称

性と、そこから生じる権力構造をあぶりだす

ジェンダー研究が盛んでした。さらに、性をめ

ぐる文化・思想や、性的なマイノリティなどを

研究するセクシュアリティ研究など、方法論も

充実してきていました。

「セクシュアリティ」という概念は近代の所

産です。M・フーコーはセクシュアリティとは

身体を通じて、個人を管理する権力の技術だと

いいます。確かに、性的なことは隠さなければ

ならないこと、秘密にしておかなければならな

いことなのですが、一方では、性に関する言説

はあふれています。文学もそうした「セクシュ

アリティの近代」を構成する要素なのです。

なんだか、難しいようですが、こう考えると

どうでしょう？純愛、熱愛、悲恋、浮気、三角関

係などなど、古今東西の文学からこれらのテー

マははずせません。文学を考えることは、私た

ちの恋愛や性の意識がどのように形成された

のかを考えることでもあります。

また、恋愛というと甘美な響きがあります

が、決して美しい恋愛だけではありません。時

には、相手を傷つけたり、自分自身の精神を苛

んだりすることもあります。私の専門は明治時

代ですが、今から百年前の人々も、現在の私た

ちと同様の悩みを抱えていました。もしかした

ら、恋愛や性に関する私たちの悩みの起源は、

このころにあるのかもしれません。

奈良大学へ来るまえは、韓国の大学で日本語、

日本文化を教えていました。大学院に通ってい

た時、韓国の大学と交流協定を結んでいた関係

で、突然、海を越えることになりました。

韓国で学んだことがいくつかあります。とく

に、日本の文化を海外の視線で見直すことがで

きたこと。「クール・ジャパン」という言葉が流

行していますが、韓国の学生さんたちを見てい

ると、ホットに、ダイレクトに日本文化を楽し

んでいます。アニメ、マンガ、歌謡曲が中心です

が、文化が国境を越える現場にいることで、再

度、日本文学や日本文化を考え直すきっかけを

得ました。もう、すでに、「日本文化」は日本人だ

けのものではありません。世界的な視野、とい

うとかっこいいですが、自分の国の文化や言葉

を考えるとき、他の立場に立って考えると、新

しい発見や驚きがあるかもしれません。

私は、けっこう、歩いたり、自転車に乗ったり

することが好きです。目的地のある場合もあり

ますが、知らない道をどんどん進んでゆくこと

に快感を覚えるタイプです。もと来た道は戻り

たくないタイプでもあります。それで迷ったり

することもありますが。

講読の授業で田山花袋『田舎教師』をやった

ときのこと。『田舎教師』は、「四里の道は長かっ

た」という一文から始まります。主人公が赴任

先の小学校まで歩く距離が四里＝約15キロな

のですが、実際、みんなで、歩いてみようという

ことになりました。奈良大学から東大寺までが

直線距離で約15キロ。大学を出発して、歴史の

道を歩きながら、15キロ地点を目指しました。

実際、歩いてみて、小説に描かれた「長かった」

を体感するのも勉強です。その点、奈良は歩く

ところがたくさんあって、いいですね。

文学研究は、机の上だけではありません。

図書館で資料を探すのも、文学散歩をするの

も、体力勝負です。授業やゼミでは、できるだ

け、頭と体を使った方法を心掛けたいです。

山口県下関市生まれ。名古屋大学大学院人間情報学研究科満期退学。学術博
士。博士論文のタイトル「日本自然主義文学におけるセクシュアリティ言説
の形成」。韓国・木浦大学招聘講師、仁濟大学専任講師を経て、奈良大学文学
部教授。
主な著書。『自然主義文学とセクシュアリティ』（単著）、『ケアを描く』（編著
書）、『〈介護小説〉の風景』（共著）、『日露戦争と東アジア世界』（共著）、『性的
なことば』（共著）

光石 亜由美 MITSUISHI Ayumi

近現代文学／教授

■ 研究のはじまり

■ 文学は体力勝負だということ

■ 韓国体験から学んだこと

■ イロコイを真面目に考えること

教員の著作

（左：自然主義文学とセクシュアリティ、中：ケアを描く、右：性的なことば）

学外研修で訪れた芦屋市谷崎潤一郎記念館

イロコイを真面目に、学問的に
考えることが、研究のモットーです。
イロコイを真面目に、学問的に

考えることが、研究のモットーです。
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「掌（たなごころ）」を辞書で引いてみた。「てのひら」そして「手の裏」とあった。それなりに生きてきて、ようやく手のひらは「裏」だったのだと知った。手の裏
側を「たなごころ」と表現するのは、こころは表に出ないからなのだろうか。占い師が手の甲ではなく手のひらを見るのは、人の裏を見ようとするからなのだ
ろうか。

「れこ」という言葉がある。この言葉の意味がすぐに分かった人は、見上げたものだ。「れこ」とは、指示代名詞「これ」のこと。親しい間柄で、「これ」をしゃれて
言いたい時に使う言葉である。たとえば、最近「れこ」がないよ、と指で丸を作れば、お金が無いことを指す。折口信夫の小説を読んで、最近知った言葉だ。これ
も、国文学の注釈の一つ。

た れ

武田泰淳という作家を知っていますか。

現在では書店に彼の作品が置かれているこ

とも少ないため、知らない人のほうが多いかも

しれません。私も高校生のころはまったく知ら

ない作家でした。ところが大学に入って、偶然

彼の作品を知り、その人生を調べていくと、そ

こには不思議に面白い空間が広がっているこ

とが見えてきました。

たとえば泰淳には上海を舞台にした作品が

たくさんあります。それは敗戦を挟む昭和19年

から21年まで、彼自身がその地で暮らした体験

から生み出されたものです。

いうまでもなく上海は中国です。しかし当時

の上海は日本軍が占領し、その保護によって10

万人以上の日本人が暮らしていました。しかも

街には日本の警察・学校・病院・商店なども建て

られ、実質的には日本国内だといってもよい都

市だったのです。しかしその環境は、昭和20年8

月15日の敗戦を境に一変します。上海は中国の

人々の手に戻り、そこに住んでいた日本人は敗

戦国の人間として、国籍や住む権利を失ったま

ま置き去りにされました。もちろん泰淳もその

中の一人でした。

これらの状況を描いた泰淳の作品は、当たり

前すぎてその存在を疑わない〈国家〉や〈国籍〉

というものの危うさや、戦争が生み出す暴力に

ついて様々に考えさせる深さをもっています。

でも実のところ、上海での武田泰淳の足跡は

ほとんどわかっていません。

その失われた足跡をたどるため、最近は戦時

下の上海で発行されていた日本人向けの新聞

や雑誌をを調査しています。これらには上海の

日本人社会の動向が詳細に掲載されており、記

事によって彼が意外な活動をしていたことな

ども徐々にわかってきました。しかし調査中に

目を奪われたのは、泰淳に関する記事よりも、

当時の上海で行われた多くのコンサートや演

劇、映画、文化活動に関するものでした。これら

を読むと、当時の上海には多くの日本人作家や

音楽家、舞踊家が訪れ、亡命ユダヤ人やロシア

人とともにさまざまな文化活動を繰り広げて

いたことが見えてきます。つまり戦争という暗

い時代の中で、上海の日本人たちは西洋文化の

香りに包まれていたのです。こうした事実は私

たちの抱く戦争観に意外な驚きを与えてくれます。

また新聞の調査だけではなく、実際の上海を

踏査してみると、かつて泰淳や日本人が暮らし

た建物や痕跡をそこかしこに見つけることが

できます。しかし中国の開発ラッシュの影響

で、今、急速にそれらの痕跡が失われています。

そうした失われつつある日本人の生活の痕跡

を記録することの必要性を強く感じています。

文学を素材に、かつて存在した日本人の生活

や文化の記憶を掘り起こすこと。最近ではそん

な考古学にも似た作業が、私の研究になってき

ています。

武田泰淳の小説から始まった私の文学研究

は、次第に歴史学や社会学の領域へと接近し、

そのフィールドも日本からアジア各地へと飛

び出しています。

文学というのは、本来ジャンルを越境して広

がっていく性質をもっているものかもしれま

せん。たとえば現在の小説は、映画やドラマ、ア

ニメ、音楽などとのコラボレーションを前提と

して創作されることが普通です。つまりひとつ

の作品を理解する際に、文学の周辺にある環境

をあわせてとらえる必要があるといえます。

国文学は日本国内だけで考えられるもので

はありません。そして文学は紙の上に書かれた

ものだけではありません。小さな枠組みで理解

しようとせず、さまざまな視点や学問領域を横

断することが大事なのではないでしょうか。
1972年京都市生まれ。龍谷大学大学院文学研究科博士課程修了。博士（文
学）。龍谷大学文学部特別任用講師、本学国文学科講師を経て、現在は教授。
国文学研究資料館文献資料調査員。専門は武田泰淳を中心とする昭和期の
文学と文化。最近は戦時下上海における日本文学や文化活動について関心
を寄せるとともに、文学と検閲の関係性についても目を向けている。著作に

『上海1944-1945　武田泰淳「上海の蛍」注釈』（共著）、『戦時上海グレーゾー
ン』（共著）、『上海の戦後 人びとの模索・越境・記憶』（共編）など。

木田 隆文 KIDA Takafumi

近現代文学／教授

■ 偶然の出会い ■ 〈あたりまえ〉の危うさ

■ 越境する国文学

■ 〈記憶〉の考古学

この世界と、
私はどう繋がっているのだろう。
この世界と、
私はどう繋がっているのだろう。

馬勒公館（マーラー邸）
戦時中、武田泰淳はここにあった中日文化協会に勤務していました。

戦時上海グレーゾーン復刻版  上海文学 上海の戦後

教員の著作
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学）。龍谷大学文学部特別任用講師、本学国文学科講師を経て、現在は教授。
国文学研究資料館文献資料調査員。専門は武田泰淳を中心とする昭和期の
文学と文化。最近は戦時下上海における日本文学や文化活動について関心
を寄せるとともに、文学と検閲の関係性についても目を向けている。著作に

『上海1944-1945　武田泰淳「上海の蛍」注釈』（共著）、『戦時上海グレーゾー
ン』（共著）、『上海の戦後 人びとの模索・越境・記憶』（共編）など。

木田 隆文 KIDA Takafumi

近現代文学／教授

■ 偶然の出会い ■ 〈あたりまえ〉の危うさ

■ 越境する国文学

■ 〈記憶〉の考古学

この世界と、
私はどう繋がっているのだろう。
この世界と、
私はどう繋がっているのだろう。

馬勒公館（マーラー邸）
戦時中、武田泰淳はここにあった中日文化協会に勤務していました。

戦時上海グレーゾーン復刻版  上海文学 上海の戦後

教員の著作
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「それじゃー始めます」「じゃーまたね」のような、「それじゃ」「じゃ」に対応する関西での表現は「そしたら」です。学校などでも「そしたら始めます」と言って
授業を開始することが多いようです。夕方になるとあちこちで「そしたらな」という声が聞こえてきます。ちなみに、富山でのこれに対応する表現は「そんな
ら」です。

馬琴は、近所付き合いが悪いかわりに、遠方の友人とは手紙を通してこまめにやりとりをしていた。「変な人だ」と思っていたが、現代でも、すぐ隣にいるの
に、スマートフォンを通して会話している人を見かけることがある。人と人との〈つながり〉は、時代とともに変化していくものだが、何か両者に相通ずるも
のを感じるのは私だけだろうか。

そ つ

日本語の歴史的研究を行っており、特に濁音

をテーマにしています。日本語の「濁音」という

のは面白い現象を起こすもので、例えば、山（ヤ

マ）と 川（カ ワ）が 複 合 す る と、「ヤ マ ガ ワ」と

いった具合に後ろの語の頭が濁音に変わるこ

とがあります。これは連濁といって、日本語に

とってひとつの特徴的な現象です。で、一方で

「ヤマカワ」という言い方もあるけれど、「ヤマ

ガワ」と「ヤマカワ」ではどう違うのだろう？と

いうことが問題となってきます。面白いですよ

ね？

さらにこの濁音、時代を遡ると、今と変わら

ないところもあるけれど、ちょっと違うところ

もあったりします（長くなるのでそれは聞きに

きてください）。ただ、古い時代のひらがな、カ

タカナって、今と違って濁点を使いません。そ

のことも大きな問題なのですが、どのことばが

清音で、どれが濁音だったかを知ろうとすると

とても難しい。

そこで役に立つのが、「キリシタン資料」。こ

れも私の研究テーマのひとつです。キリシタン

資料というのは、16世紀末にヨーロッパからき

たキリスト教宣教師たちが日本であらわした

文献を言います。色々なものがあるのですが、

そのなかにローマ字を使って日本語を書いた

ものがあります。このローマ字をみれば、同じ

時代のひらがな・カタカナではわからない清濁

やそのほかの音の姿がみえてくるというわけ

です。

でも、事はそう単純ではありません。書かれ

ているままを単純に信じてしまって、本当によ

いのか？キリシタン達はどういうつもりでそ

のローマ字を用いているのか？彼らの母語の

影響はないのか？そもそもキリシタンたちは

どういう風にしてそれらの文献を作成したの

か？その資料が何を訴えているのかを知ろう

とすると、色々なことを考えなくてはなりませ

ん。たまらなく楽しいことですよね。

当たり前ですが、大学に入ったころからこの

ような研究をしたかったわけではありません。

もともとは北欧の神話などに興味があり、その

専門の教員がいらっしゃる大学に進みました。

しかし、入ってすぐの頃、その教員が急にお亡

くなりになり、その夢は叶いませんでした。

そんなときに、たまたま日本語学の講義を受

けていたのですが、これが目の覚めるほど面白

かった。

「日本語のハ行音はかつてp音だった！」

「馬の鳴き声はなぜ「ひんひん」なのか！？」

「なぜ「来」は変格活用だったのか！？」

講義ではそんな刺激的なテーマや問いがあ

ふれていました。

そこから、ゼミに出て、自

分 で も 研 究 を す る よ う に

なって、自分が気になった問

いにひとつひとつ答えてい

き、気づけばここまで来てい

ました。でもまだまだ知らな

いこと・わからないことがた

くさんあります。それを私と

一緒に考えてみませんか？

1986年鳥取県生まれ。大阪大学大学院文学研究科博士後期課程修了。関西各地での非常勤講師生活を経て、奈良大学講師。専門
はキリシタン文献を中心とした日本語史研究。
主な論文は「「言便」名義考」（『日本語の研究』10-4）、「将門の笑い声」（『国語語彙史の研究』40）、「コリャードが用いる子音字 ‘v’ 

のない ‘o’ ŏ‘’ 表記は何をあらわすか」（『語文』111）など

山田 昇平 YAMADA Syohei

日本語史／講師

資料の声を聞け

賀茂真淵『語意考』は、江戸時代にすでにかなり詳しく連濁の研究がなされ
ていたことを示す資料。

キリシタン版『サントスのご作業』

■ 研究テーマ

■ もともとは…
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念力というもの、信じないたちだが確かにあるようだ。あるテーマが思念を去らず、そうした状態が継続した時、古書店や目録で目標にぴったりの本に遭遇
することがある。最近は頭に雑念が充満しているためか、そうした欣快事からは見放されている。

「夏休み終われば各地のお土産が」（奈良大川柳）
学生ならではの楽しみ。奈良大には、全国から学友が来てます。お土産も多種多彩。お饅頭１個にも郷土色があって、クラブボックスでの味比べ。ちなみに、私
のささやかな夢のひとつに、休み明けの研究室を地酒で埋め尽くしたいというのがあります。まだ、実現していませんけど。

ね な

高校時代に自転車旅行に興味をもち、夏休

みや春休みを利用して紀伊半島、能登半島、

四国地方を旅した。自転車旅行は大学生に

なってからは続かなかったが、卒業論文で方

言研究に着手したいと思ったのは、この自転

車旅行の思い出が引き金となったに違いな

いとあとから思ったことがある。まだ一度も

行ったことのない土地を訪れて、今まで聞い

たこともない方言に接したとき、新鮮さを感

じるだけではなく、土地土地でこんなにこと

ばが違うものかと思った。研究を始めた頃を

振り返ると、これまで行ったことのない土地

を旅したいという思いが最も強く、地域ごと

で多様な方言を研究するという本来の目的

は後回しだったような気がする。方言研究の

魅力は、「旅」ができること、つねに現地に訪

れてその土地で生活する人々に直接会って

話が聞けるということであった。

方言の研究には、常に土地土地の方言の話

し手である「人」が介在する。わかりやすく言

えば方言研究の前提となる現地調査で、必ず

その土地の方言の話者に出会い、その土地の

ことばについて多くの教示を得ることが意

味を持つ。方言の研究はことばの学問である

と同時に人間の学問であるということもで

きる。多くの人々と出会い、古くから話され

てきた土地のことばに接することから方言

学は始まるということもできよう。

方言の研究を進めていくと、日本には方言

がたくさんあることに気づく。日本の方言は

東西で対立するばかりではなく、東は東で、

西は西で、さらに細かく方言は区画される。

琉球方言に属する、南方の島々では、方言が

島ごとに異なり、方言で語り合うと、まった

く通じない。このように日本の方言は現在ま

だ多様性に富んでいるが、近い将来、一斉に

消滅してしまうのではないかと危惧する。い

ま日本各地の高齢者の方々の大半はこれま

で各地で培われてきた伝統方言の使い手で

あるが、二、三十年先、伝統方言が使えない高

齢者が多くなるに違いない。琉球地方や八丈

島の島々をはじめ、日本の各地で、現在、四、

五十代の方々の中には自分が生まれ育った

土地の伝統方言は理解できても話せないと

いう方が圧倒的に多くなっているからであ

る。

ぜひこれから全国を旅し、各地で話される

方言に接し、方言の多様性を体験してみませ

んか。

全国各地の方言はいまや消滅の危機に瀕

していると言われる。この40年間、方言研究

に関わってきたが、40年前の高齢者の方々

（明治生まれ）の方言と現在の高齢者の方々

（昭和一桁生まれ）の方言を比較しても、大き

く変化してしまったという印象を持ったこ

とはない。確かに方言音声など各地での特色

ある発音などはすでに消えてしまったもの

も少なくはないが、明治から昭和にかけて方

言はそのまま受け継がれてきたのである。つ

まり、日本各地には古くからのことばが今な

おほぼそのまま話されているということも

できる。このような伝統方言は「無形文化財」

であり、消滅する前に必ず記録され、保存さ

れなければならない。いったん消えてしまう

ともう二度と再現することはできなくなる

からである。

1953年三重県生まれ。愛知大学文学部
文学科卒業。大阪市立高等学校教諭、宮
崎国際大学比較文化学部比較文化学科
専任助教授、徳島大学総合科学部人間
社会学科教授を経て、2019年奈良大学
文学部教授。
著書に『都市と周縁のことば』（共著）、
『テキストマイニングによる言語研究』
（共著）などがある。

岸江 信介 KISHIE Shinsuke

国語学・方言学・社会言語学／教授

日本語を解明するには、そのすそ野に
広がる方言を知る必要がある。

教員の著作

■ 方言研究はつねに
　 「人」が介在する学問である。

■ 緊急の方言調査が求められる

■ 方言研究を志した動機

■ 日本語方言の多様性
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土地の伝統方言は理解できても話せないと

いう方が圧倒的に多くなっているからであ

る。

ぜひこれから全国を旅し、各地で話される

方言に接し、方言の多様性を体験してみませ

んか。

全国各地の方言はいまや消滅の危機に瀕

していると言われる。この40年間、方言研究

に関わってきたが、40年前の高齢者の方々

（明治生まれ）の方言と現在の高齢者の方々

（昭和一桁生まれ）の方言を比較しても、大き

く変化してしまったという印象を持ったこ

とはない。確かに方言音声など各地での特色
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からである。

1953年三重県生まれ。愛知大学文学部
文学科卒業。大阪市立高等学校教諭、宮
崎国際大学比較文化学部比較文化学科
専任助教授、徳島大学総合科学部人間
社会学科教授を経て、2019年奈良大学
文学部教授。
著書に『都市と周縁のことば』（共著）、
『テキストマイニングによる言語研究』
（共著）などがある。

岸江 信介 KISHIE Shinsuke

国語学・方言学・社会言語学／教授

日本語を解明するには、そのすそ野に
広がる方言を知る必要がある。

教員の著作

■ 方言研究はつねに
　 「人」が介在する学問である。

■ 緊急の方言調査が求められる

■ 方言研究を志した動機

■ 日本語方言の多様性
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「ラジオ」。 中学生の頃に、深夜ラジオに熱中していた。毎日布団にもぐりながら深夜一時過ぎのラジオを楽しみにしていた。深夜に起きているという背徳感と、
パーソナリティーの吐く毒が私を魅了したわけである。私のエンターテインメント性は、随分これによって養われたと思う。まさに、思春期に少年から大人
に変わったわけであるが、その影響は成績不振という結果を招く。壊れかけの人生にならなくて良かったと、今では猛省中。もうなってるか？

槿。むくげ。すらりと背の高い庭木である。夏から秋にかけて、白や淡紫、淡紅の花を咲かせる。韓国語では「ムグンファ」。大韓民国の国の花である。「ムグン
ファ」号という鈍行列車がある。大学生のとき、初めて行った韓国で、ムグンファ号に乗った。おばさん、おじさんたちが、車内で宴会をしていた。KTXのよう
な高速鉄道ができて、こんな光景もなくなってしまったんだろうな。
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　現在、日本の教育は大きな転換期を迎えていま
す。特に、2020年から新しい指導要領が段階的に実
施され、学校での学びが大きく変わってきていま
す。急激な社会の変化に対応し、そのような社会を
生き抜くためには、主体的に学び、主体的に考える
人間の育成が求められているのです。新しい学習指
導要領で提唱されている探究的な学びでは、生徒自
らが課題を設定し、解決に向けて情報を収集・整理・
分析したり、周囲の人と意見交換・協働したりしな
がら進めていきます。従って、従来とは違った形で
の授業・評価が必要となります。新たなカリキュラ
ムの構造と、その中心となる探求的な学びについ
て、実践的な角度からアプローチをし、これからの
教員に求められる資質・能力について新たな整理を
行いたいと考えています。

　「巨人の肩の上に立つ」という言葉があります。学
術論文などを検索するときに良く使われるGoogle
　scholar（グーグル　スカラー）の最初のページに
もこの言葉が表示されます。この言葉は、科学者Ａ・

ニュートンが友人のＲ・フックに宛てた手紙の一節
として有名になりました。（英文だとIf I have seen 
further it is by standing on the shoulders of giants.
＝もし私がさらに遠くを見ることができたとする
ならば、それは巨人たちの肩の上に乗ったからで
す。）この言葉は、彼の発見や功績は、彼以前の研究
者の成果があったからこそ、という先人への敬意を
表していると同時に、過去の人類の研究の成果を活
用することの重要性を述べたものと理解できます。

「教育」という活動は、まさに先人の功績・成果を次
世代に伝えるとともに、新たな意味づけを行う活動
に他なりません。大学で学ぼうとする皆さんは、自
ら学びを重ねることで、巨人の体を登っていき、や
がて、その肩の上に立ち、より遠くを見通す力を身
につけると同時に、巨人の一部となり、次に登り来
る人に自分の肩を貸すことが出来ることを目指し
て欲しいと思います。
　子供たちの成長を感じる時は、とてもうれしいも
のです。教職を志すのは、多くは、このやりがいを求
めてのことと思います。教員を目指す皆さんの大事
な希望、想いが叶うようサポートしていきたいと
思っています。

1960年奈良県生まれ。1985年広島大学大学院学校教育研究科修了（教育学修士）。奈良県公立高等学校教諭、奈良県教育委員会
事務局次長を経て、奈良大学文学部教授。
専門は教科教育法・教育学。著書・論文は『大和を歩く』（共著　奈良新聞社　2000年）、「主体的に学ぶ生徒の育成に向けて」（全
国普通課高等学校長会　2018年）など。

大西 英人 ONISHI Hideto

教科教育法・教育学／教授 

「教育」・「教職」を考える。

■ 研究テーマなど

■ 巨人の肩の上に立つ

人間が生きていることから生じる根本的な問い
というのが多々あると思いますが、その中で自分
に引っ掛かってくるものを、その都度考えようと
しています。

心理学の哲学、言葉の意味についての哲学、物に
ついての哲学などがテーマです。

ヴィトゲンシュタイン哲学の研究から出発しま
した。学生時代に『論理哲学論考』を読み、伝統的な
諸問題を切り捨てるラジカルさ、潔さに感銘を受
けました。しかしヴィトゲンシュタイン本人がそ
の考えを捨てたことも周知なので、後期著作の『哲

学探究』も読みました。そこ
で展開されている或る議論
――「私的言語論」として有
名な議論――に納得がいか
ず、も て あ ま し て い ま し た
が、どうやら疑問を克服する
発想はヴィトゲンシュタイ
ン自身の中に萌芽的に見つ
かりそうだ、ということに気

付きました。ただ彼自身がどこまでその路線を進
んだかは定かでなく、結局自分でその解釈を仕上
げていかねばならないことにも気付きました。そ
ういった作業の難しさ、面白さがあります。

人間は意味を求める動物だと思います。「道具の
意味はその機能である」という考えのアナロジー
で、言葉の意味を言語ゲームでのその機能に求め
るのがヴィトゲンシュタインの基本的方向です
が、意味は機能で尽くされるのでもないでしょう。
よく考えてみると、どんな認識にも、考えられてい
ない隙間が見つかるのではないでしょうか。その
隙間にある何かを、言葉で表そうとすると難しく、
時間がかかります。隙間にある意味を汲み取りた
いと思います。言葉を紡ぐのは、彫刻をしたり、絵
を描くことと似ているように思います。形がない
ところから形を作らねばならない。手直しするの
は、絵具を置いたり、削ったりする作業に似ている
と感じます。

担当講義では、ヴィトゲンシュタイン哲学だけ
でなく、考えるきっかけとなるような身近な哲学・
思想を伝えたいと思います。

1967年京都府生まれ。大阪大学大学院人間科学研究科後期博士課程単位取得退学。
MPhil (Wales)、大阪大学・博士（人間科学）。大阪大学大学院人間科学研究科准教授
を経て、現在奈良大学文学部教授。
専門は哲学、人間学。著書は、菅野盾樹編『レトリック論を学ぶ人のために』（分担執
筆、世界思想社・2007年）、飯田隆編『哲学の歴史 第11巻』（分担執筆、中央公論新社・
2007年）、奈良大学編『生きることの人間論』（共著、ナカニシヤ出版・2016年）など。

丸田 健 MARUTA Ken

哲学・人間学／教授 

人の世界は、
言葉で作られている。

教員の著作

■ 研究テーマなど

＊ ＊ ＊

＊ ＊ ＊
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「ラジオ」。 中学生の頃に、深夜ラジオに熱中していた。毎日布団にもぐりながら深夜一時過ぎのラジオを楽しみにしていた。深夜に起きているという背徳感と、
パーソナリティーの吐く毒が私を魅了したわけである。私のエンターテインメント性は、随分これによって養われたと思う。まさに、思春期に少年から大人
に変わったわけであるが、その影響は成績不振という結果を招く。壊れかけの人生にならなくて良かったと、今では猛省中。もうなってるか？
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な高速鉄道ができて、こんな光景もなくなってしまったんだろうな。
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　現在、日本の教育は大きな転換期を迎えていま
す。特に、2020年から新しい指導要領が段階的に実
施され、学校での学びが大きく変わってきていま
す。急激な社会の変化に対応し、そのような社会を
生き抜くためには、主体的に学び、主体的に考える
人間の育成が求められているのです。新しい学習指
導要領で提唱されている探究的な学びでは、生徒自
らが課題を設定し、解決に向けて情報を収集・整理・
分析したり、周囲の人と意見交換・協働したりしな
がら進めていきます。従って、従来とは違った形で
の授業・評価が必要となります。新たなカリキュラ
ムの構造と、その中心となる探求的な学びについ
て、実践的な角度からアプローチをし、これからの
教員に求められる資質・能力について新たな整理を
行いたいと考えています。

　「巨人の肩の上に立つ」という言葉があります。学
術論文などを検索するときに良く使われるGoogle
　scholar（グーグル　スカラー）の最初のページに
もこの言葉が表示されます。この言葉は、科学者Ａ・

ニュートンが友人のＲ・フックに宛てた手紙の一節
として有名になりました。（英文だとIf I have seen 
further it is by standing on the shoulders of giants.
＝もし私がさらに遠くを見ることができたとする
ならば、それは巨人たちの肩の上に乗ったからで
す。）この言葉は、彼の発見や功績は、彼以前の研究
者の成果があったからこそ、という先人への敬意を
表していると同時に、過去の人類の研究の成果を活
用することの重要性を述べたものと理解できます。

「教育」という活動は、まさに先人の功績・成果を次
世代に伝えるとともに、新たな意味づけを行う活動
に他なりません。大学で学ぼうとする皆さんは、自
ら学びを重ねることで、巨人の体を登っていき、や
がて、その肩の上に立ち、より遠くを見通す力を身
につけると同時に、巨人の一部となり、次に登り来
る人に自分の肩を貸すことが出来ることを目指し
て欲しいと思います。
　子供たちの成長を感じる時は、とてもうれしいも
のです。教職を志すのは、多くは、このやりがいを求
めてのことと思います。教員を目指す皆さんの大事
な希望、想いが叶うようサポートしていきたいと
思っています。

1960年奈良県生まれ。1985年広島大学大学院学校教育研究科修了（教育学修士）。奈良県公立高等学校教諭、奈良県教育委員会
事務局次長を経て、奈良大学文学部教授。
専門は教科教育法・教育学。著書・論文は『大和を歩く』（共著　奈良新聞社　2000年）、「主体的に学ぶ生徒の育成に向けて」（全
国普通課高等学校長会　2018年）など。

大西 英人 ONISHI Hideto

教科教育法・教育学／教授 

「教育」・「教職」を考える。

■ 研究テーマなど

■ 巨人の肩の上に立つ

人間が生きていることから生じる根本的な問い
というのが多々あると思いますが、その中で自分
に引っ掛かってくるものを、その都度考えようと
しています。

心理学の哲学、言葉の意味についての哲学、物に
ついての哲学などがテーマです。

ヴィトゲンシュタイン哲学の研究から出発しま
した。学生時代に『論理哲学論考』を読み、伝統的な
諸問題を切り捨てるラジカルさ、潔さに感銘を受
けました。しかしヴィトゲンシュタイン本人がそ
の考えを捨てたことも周知なので、後期著作の『哲

学探究』も読みました。そこ
で展開されている或る議論
――「私的言語論」として有
名な議論――に納得がいか
ず、も て あ ま し て い ま し た
が、どうやら疑問を克服する
発想はヴィトゲンシュタイ
ン自身の中に萌芽的に見つ
かりそうだ、ということに気

付きました。ただ彼自身がどこまでその路線を進
んだかは定かでなく、結局自分でその解釈を仕上
げていかねばならないことにも気付きました。そ
ういった作業の難しさ、面白さがあります。

人間は意味を求める動物だと思います。「道具の
意味はその機能である」という考えのアナロジー
で、言葉の意味を言語ゲームでのその機能に求め
るのがヴィトゲンシュタインの基本的方向です
が、意味は機能で尽くされるのでもないでしょう。
よく考えてみると、どんな認識にも、考えられてい
ない隙間が見つかるのではないでしょうか。その
隙間にある何かを、言葉で表そうとすると難しく、
時間がかかります。隙間にある意味を汲み取りた
いと思います。言葉を紡ぐのは、彫刻をしたり、絵
を描くことと似ているように思います。形がない
ところから形を作らねばならない。手直しするの
は、絵具を置いたり、削ったりする作業に似ている
と感じます。

担当講義では、ヴィトゲンシュタイン哲学だけ
でなく、考えるきっかけとなるような身近な哲学・
思想を伝えたいと思います。

1967年京都府生まれ。大阪大学大学院人間科学研究科後期博士課程単位取得退学。
MPhil (Wales)、大阪大学・博士（人間科学）。大阪大学大学院人間科学研究科准教授
を経て、現在奈良大学文学部教授。
専門は哲学、人間学。著書は、菅野盾樹編『レトリック論を学ぶ人のために』（分担執
筆、世界思想社・2007年）、飯田隆編『哲学の歴史 第11巻』（分担執筆、中央公論新社・
2007年）、奈良大学編『生きることの人間論』（共著、ナカニシヤ出版・2016年）など。
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ドラマ「水戸黄門」の「うっかり八兵衛」がうらやましい。「うっかり」という不名誉な称号を冠されながらも、ご本人は脱うっかりの努力をする気配はゼロ。
周囲も彼を煙たがりもしないで付き合っている。そういう人が存在するために必要なのは、個人の愛すべき人間性なのか、はたまた社会の寛容さなのか。
うっかり隆文は考え込むのであった。
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アメリカ演劇における人種、ジェンダー、セク
シュアリティを主たる研究テーマとしています。
特にテネシー・ウィリアムズ（1911-1983）という
アメリカの劇作家に興味を持ち、彼が、芸術家の創
作過程における葛藤を舞台上で効果的に表現する
ため、敢えて社会的犠牲者としての側面を持つ女
性を主人公として用いているという論点に立脚
し、研究を続けています。

さらに、演劇における「亡霊」の要素にも注目し
ています。日系アメリカ人劇作家のチオリ・ミヤガ
ワ（1961- ）は、舞台という「限定」された空間に、現
実の人生という時空間では可能ではない（しかし
個々の人物の記憶の中ではしばしば可能である）
過去の人物（＝亡霊）を呼び起こすことで、過去と
現在との対話が可能になると述べます。彼女は、映
画が「未来や過去を捏造したり、再創造したりす
る」のとは異なり、演劇の目的は「過去を想像し」、
過去の「不正な記憶を直す」ことであると語ってい
ます。そのような意図からミヤガワは、たとえば、
そ の 代 表 作『千 年 待 ち』（�ousand Years Waiting，

2006）にみられるように、『源氏物語』や日本の能作
品などをみずからの戯曲の題材とし、現代のアメ
リカ演劇と日本の古典文学の境界を超えることを
試みます。

黒人若手劇作家として近年注目を浴びているリ
ン・ノッテージ（1964- ）は、「私たちは自分たちの
物語を持たず」、それゆえに「自分たちがどこに向
かっているかが見えない」とし、その危機的状況が
劇作への原動力になっていると述べています。そ
の言葉にあるように、演劇において現代の危機を
語ることは、失われた「物語」を取り戻す試みであ
ると言えます。そして、演劇というジャンルにおい
ては、劇作家、役者、観客間で「物語」をライブで共
有するという点に、その意義
が見いだせるのではないで
しょうか。演劇の台本を読み、
その舞台を観て、それらにつ
いて語り合うことで、現在の
危機的状況を乗り越える糸口
を見つけることができればと
考えています。

大阪生まれ。同志社女子大学大学院文学研究科英文学専攻修了（文学修士）。Boston College、 
Graduate School of Arts and Science修了（M. A）、 関西大学大学院文学研究科英文学専攻修了

（博士（文学））。長崎外国語短期大学専任講師、高知女子大学准教授、京都先端科学大学（旧 京都
学園大学）教授を経て、現在奈良大学文学部教授。
専門は20世紀および21世紀アメリカ演劇、アジア系アメリカ文学。著書は『アジア系トランス
ボーダー文学』（共編著、小鳥遊書房・2021年）、『回帰するアメリカ文学』（共著、大阪教育図書・
2021年）、『アメリカ文学における幸福の追求とその行方』（共著、金星堂・2018年）、Tennessee 
Williams: Victimization、 Sexuality、 and Artistic Vision (単著、大阪教育図書・2007年）など。

古木 圭子 FURUKI Keiko

哲学・人間学／教授 

失われた「物語」を取り戻す
演劇の力

教員の著作

■ 研究テーマなど
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なんとなく、やさしそうだったから。

古代史がもともと好きだったから。

神話が研究できるから。 万葉集がやりたかったから。
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田舎人（ゐなかびと）。伊勢物語は、みやびの文学といわれます。そのせいか、田舎人の振る舞い（ひなび）に否定的です。菟原の女が詠んだ「こもり江に思ふ心
をいかでかは舟さす棹のさして知るべき」という歌について、「ゐなか人の言にては、よしや、あしや」（田舎ものの歌にしては、いいだろうか、悪いだろうか）
と評します。田舎人にはいい歌が詠めるはずがないという前提があるように思われます。

ノートを取るのが苦手だった。高校時代は、教員の板書通りに写していけばそれですむが、大学ではそうもいかず自分なりに教員の言葉を写し取らなけ
ればいけない。これがうまくできなかったのだが、一番の原因は私の悪筆で、後から読めないとわかっているから…。

ゐ の

奈良に来たら万葉集！

万葉集やるなら奈良！

古典文学
（上代）

万葉びとが見た山や野、川がある。万葉びと

が暮らした都もある。

『万葉集』を学ぶのにこれ以上の環境はな

い！！

目で、耳で、肌で、古典を学ぶことができ

ます。

学
生

声

の

ようこそ。

古典の世界へ！

一、『万葉集』を基礎知識からじっくり学

びます。基礎がなければ応用はない。

二、国文学、国語学、民俗学、歴史学、考古

学とりあげる問題点は自由。「関心を

持ち、問題点を見つける」（価値を生

み出す）ことこそ重要。

三、歩いて、見て、聞いて。古典を体感し

て学びます。

四、客観的に分析し、論理的に相手に伝

える力を養います。

●『古事記』『日本書紀』『風土記』
　『万葉集』

●正倉院文書、木簡

●『古事記』『万葉集』、出土した「木簡」に
用いられる漢字の用法について。中国
語の文字をどのように日本語の文字
として運用したかを研究しています。

●万葉考古学。当時の人びとの生活を歴
史学や考古学から読み解き、歌の表現
を考えます。

鈴木ゼミを選んだ理由

研究テーマ

○ 万葉集の本文が本当に“正しいのか”からはじまる。

○ 文学を学ぶことの意義や文系学問の価値を伝えてくれる。

○ 「恋」の歌を多くあつかう。

鈴木  喬
ゼミナール
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『新古今和歌集』が面白
かったから。

鬼について知りたかったから。

能狂言など古典芸能に
興味があるので。
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日本には、「イヨーオ」の合図で手拍子を打つ「手締め」の風習がある。全国的にはあまり知られていないが、大阪を中心に行われている「大阪締め」は一風変
わったものである。まず、「打ーちまひょ」でパンパン、そして「もひとつせ」でパンパン、最後に「祝うて三度」でパパンパンという拍子を打つ。大阪文化の一つ
として、是非とも守っていきたいものである。

「苦は楽のたね、楽は苦のたね」とは、亡くなった親が何かあると呪文のように唱えていた言葉。昔の人は難しいことではない、人生の紆余曲折を乗り越える
平凡な警句を身につけていたようで、このごろは私もぶつぶつと口走るようになった。

お く

●能狂言などの古典芸能

●『百人一首』『新古今和歌集』などの

和歌

●『平家物語』などの軍記物語

●『徒然草』などの随筆

●連歌

●説話集

●御伽草子

●『古今和歌集』『伊勢物語』『源氏物

語』などの中世における注釈書

●歌枕

三宅ゼミを選んだ理由

研究テーマ
それぞれの研究テーマを尊重しつつ、それぞれ

が自由に取り組みます。

発表は、最初は下手でも、何度も繰り返すこ

とによって、だんだんうまくなります。

ゼミのみんなでそれぞれの発表を聞き、意見や

質問を出し合って、みんなで学んでいきます。

古典文学（
中世）

一、様々な情報を正確に読み取る力、何が

同じで何が違うのか、どういう意味を

持っているのかなどを分析する訓練

をします。

二、他の人の意見に惑わされず、何が大切

であるかを見極める力が付きます。

三、自分の考えを順序立ててきっちりと

説明できる力を身に付けることがで

きます。

狂言〈茸〉より、学生作品
くさびら

三宅 晶子
ゼミナール
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くずし字を読め
るようになりた

いから。

先生とたくさん話をしたいから。

南総里見八犬伝が好きだから。

お酒を飲みながら熱く語りたい。

先生の授業を聞いて近
世文学に興味を持った

から。
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「やせたいと願えば逆に肥ゆる秋」（奈良大川柳）
ある女性週刊誌の調査によれば、独身男性の７割以上がふっくらめの女性が好みだとか。でも、女性心理はまた別なもののようです。その心理とはうらはらに、食の進
む秋、ついつい食べ過ぎちゃったのかも。人生、思うように行きません。思うように行かなかった「や」の例をもうひとつ。「やまかけた試験問題おおはずれ」

「マティーニ」。 マティーニとは、ジンをベースにベルガモットを加えただけのシンプルなカクテルであり、カクテルの王様とも言われている。このカクテル、
とにかく強い。初めて飲んだ時（当然大人になってから）、喉が熱かったのを覚えている。ジェームス・ボンドのようにはいかなかったわけである。今では難な
く飲めるようになったが、まだまだ初心者の域を出ない。マティーニを心から楽しめるようになった時、本当の大人になったと感じるだろう。

や ま

「読む」「体感する」「楽しむ」が、

ゼミのモットーです！

作品を「読む」ことだけが文学研究ではありません。

　板本に触れたり、歌舞伎や文楽を鑑賞することを

　　通して、江戸時代を「体感する」ことが大切です。

　　　そのためには、「楽しむ」気持ちを忘れては

　　　　　いけません。

学
生

声

の

● 『通俗伊蘇普物語』の教訓的表現から
みる渡部温の翻訳態度

● 南 杣 笑 楚 満 人 の 初 期 黄 表 紙 作 品 の
趣向と構成

● 『世間胸算用』巻四にみる西鶴の創作意識

● 人からみた狐と猫の怪異譚
　 －『太平百物語』より－

● 村田春海『竺志船物語』論

● 『雨月物語』「菊花の約」論
　 －「信義」に隠れた「軽薄」－

● 『日本永代蔵』成立論

中尾ゼミを選んだ理由

研究テーマ

○ 厳しそうなイメージだったけど、相談してみたら、とても気さくな先生でした。

○ マンガの話になると、思わず熱くなります。

○ 研究室にはお菓子やお茶が常備されていて、憩いの空間になっています。

○ 発表で用例を集めることは大変ですが、調べた分だけ力がつきました。

○ 丁寧に教えてくれるのですが、話が脇道にそれることもしばしば。けど、それがいい。

○ おいしいお酒のお店に連れて行ってくれます。

○ オタクが多い、というかオタクしかいない。

一、妖怪や禁断の恋といった、現代のマンガ

にも通じる近世文学の豊かな世界を

味わうことができます。

二、くずし字の読み方や注釈の付け方、

書誌の取り方など、論文を書くために

必要な能力を養うことができます。

三、演劇鑑賞や文学散歩などを通して、

　  近世文学を肌で感じることができます。

「おもしろい」と感じたものが、

あなたの一生の財産になります。

近世文学

（小説）中尾 和昇
ゼミナール
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南総里見八犬伝が好きだから。

お酒を飲みながら熱く語りたい。
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世文学に興味を持った

から。
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「やせたいと願えば逆に肥ゆる秋」（奈良大川柳）
ある女性週刊誌の調査によれば、独身男性の７割以上がふっくらめの女性が好みだとか。でも、女性心理はまた別なもののようです。その心理とはうらはらに、食の進
む秋、ついつい食べ過ぎちゃったのかも。人生、思うように行きません。思うように行かなかった「や」の例をもうひとつ。「やまかけた試験問題おおはずれ」

「マティーニ」。 マティーニとは、ジンをベースにベルガモットを加えただけのシンプルなカクテルであり、カクテルの王様とも言われている。このカクテル、
とにかく強い。初めて飲んだ時（当然大人になってから）、喉が熱かったのを覚えている。ジェームス・ボンドのようにはいかなかったわけである。今では難な
く飲めるようになったが、まだまだ初心者の域を出ない。マティーニを心から楽しめるようになった時、本当の大人になったと感じるだろう。

や ま

「読む」「体感する」「楽しむ」が、

ゼミのモットーです！

作品を「読む」ことだけが文学研究ではありません。
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学
生

声

の

● 『通俗伊蘇普物語』の教訓的表現から
みる渡部温の翻訳態度

● 南 杣 笑 楚 満 人 の 初 期 黄 表 紙 作 品 の
趣向と構成

● 『世間胸算用』巻四にみる西鶴の創作意識

● 人からみた狐と猫の怪異譚
　 －『太平百物語』より－

● 村田春海『竺志船物語』論

● 『雨月物語』「菊花の約」論
　 －「信義」に隠れた「軽薄」－

● 『日本永代蔵』成立論

中尾ゼミを選んだ理由

研究テーマ

○ 厳しそうなイメージだったけど、相談してみたら、とても気さくな先生でした。

○ マンガの話になると、思わず熱くなります。
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二、くずし字の読み方や注釈の付け方、

書誌の取り方など、論文を書くために

必要な能力を養うことができます。

三、演劇鑑賞や文学散歩などを通して、

　  近世文学を肌で感じることができます。

「おもしろい」と感じたものが、

あなたの一生の財産になります。

近世文学

（小説）中尾 和昇
ゼミナール



近代小説について学びたかったから。

昨年も光石先生の授業を取
っていて、

　　　　　今年も取りたい
と思ったから。

ゼミ生と韓国の大学生との交流会

卒業論文ゼミ合宿（奈良県・飛鳥）

ジェンダー研究に関心があるから。

ゼミのテーマが面白そうだったから。
小説を通じて、明治の恋愛観を学びた

かったから。
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韓国語で犬のことを「ケ」という。韓国では、「ケ」は滋養のある食材だ。「補身湯（ポシンタン）」という犬鍋が有名だ。韓国にいたとき、何でも食べる私も、さす
がに犬鍋は遠慮した。ある時、知り合いのおじさんたちと持ち寄り宴会をした。そこに、見たことのない鍋が出てきた。何かと聞いたら、「山羊」だといわれた。
しかし、後に別の韓国人に聞いたら、それはきっと犬だと言われた。どちらが正解なのか。いずれにしろ美味しかった。

古い映画を見ていると、逆に光の精妙さに気がつくときがある。現在ではけばけばしくさえ感じる振袖の金糸・銀糸は、モノクロ映像の中では人を深い闇に
誘いこむような妖しげな光として立ち上がる。谷崎潤一郎の「陰翳礼賛」というエッセイの意味は、現在ではこんなときにしか感得できないのかもしれない。

け ふ

ジェンダー、セクシュアリティの理論をキッチリ学んだあと、

夏目漱石・森　外から「現代小説」まで、ありとあらゆるテーマ

について議論しています。イロコイを真面目に、学

問的に語り合うのがゼミのモットーです。

学
生

声

の

● 夏目漱石「三四郎」論

● 島崎藤村「破戒」論

● 近松秋江「別れたる妻に送る手紙」論

● 谷崎潤一郎「痴人の愛」論

● 坂口安吾「桜の森の満開の下」論

● 江戸川乱歩「蜘蛛男」論

● 吉本ばなな「キッチン」論

● 村上沙耶香「コンビニ人間」論

光石ゼミを選んだ理由

研究テーマ

一、ジェンダー、セクシュアリティなどの

理論を基礎から学ぶ。

二、文学テクストの描かれた時代的・文化

的背景を徹底的に調べる。

三、恋愛や性を描いた近代小説を読み、先

人の悩みに思いをはせる。

四、上記、先人の悩みに思いをはせるだけで

はなく、なぜ、私たちはこんなにも恋愛や

性にとらわれているのかを考える。

五、ラブソングの分析やラジオドラマの作

成など、グループワークで学ぶ。

読んで、調べて、

議論して。

とことん戦いましょう。

○ 今年の発表の課題（「それから」、「仮面の告白」など）は、
どれも文庫本で300ページ近くありますが、やりがいがあります。

○ 研究のことから、恋の悩みまで聞いてもらえそう。
○ 恋愛という身近な話題から入って、学問的なところまで話が広

がるのが面白い。
○ 先生は、ときどき、笑いながら、厳しいことを言います。
○ 韓国のお菓子を食べながら、韓国のドラマや文化の話を聞ける

ことがありますよ～。

「そもそも恋は

　  宇宙的の活力である」   by.夏目漱石 

近代文学（小
説）

光石 亜由美
ゼミナール

卒業論文の例



近代小説について学びたかったから。

昨年も光石先生の授業を取
っていて、

　　　　　今年も取りたい
と思ったから。

ゼミ生と韓国の大学生との交流会

卒業論文ゼミ合宿（奈良県・飛鳥）

ジェンダー研究に関心があるから。

ゼミのテーマが面白そうだったから。
小説を通じて、明治の恋愛観を学びた

かったから。

ゼ
ミ
ナ
ー
ル
探
検

光
石 

亜
由
美
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

三

ゼ
ミ
ナ
ー
ル
探
検

光
石 

亜
由
美
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

三

いろはにエッセイ

34 35

いろはにエッセイ

韓国語で犬のことを「ケ」という。韓国では、「ケ」は滋養のある食材だ。「補身湯（ポシンタン）」という犬鍋が有名だ。韓国にいたとき、何でも食べる私も、さす
がに犬鍋は遠慮した。ある時、知り合いのおじさんたちと持ち寄り宴会をした。そこに、見たことのない鍋が出てきた。何かと聞いたら、「山羊」だといわれた。
しかし、後に別の韓国人に聞いたら、それはきっと犬だと言われた。どちらが正解なのか。いずれにしろ美味しかった。

古い映画を見ていると、逆に光の精妙さに気がつくときがある。現在ではけばけばしくさえ感じる振袖の金糸・銀糸は、モノクロ映像の中では人を深い闇に
誘いこむような妖しげな光として立ち上がる。谷崎潤一郎の「陰翳礼賛」というエッセイの意味は、現在ではこんなときにしか感得できないのかもしれない。

け ふ

ジェンダー、セクシュアリティの理論をキッチリ学んだあと、

夏目漱石・森　外から「現代小説」まで、ありとあらゆるテーマ

について議論しています。イロコイを真面目に、学

問的に語り合うのがゼミのモットーです。

学
生

声

の

● 夏目漱石「三四郎」論

● 島崎藤村「破戒」論

● 近松秋江「別れたる妻に送る手紙」論

● 谷崎潤一郎「痴人の愛」論

● 坂口安吾「桜の森の満開の下」論

● 江戸川乱歩「蜘蛛男」論

● 吉本ばなな「キッチン」論

● 村上沙耶香「コンビニ人間」論

光石ゼミを選んだ理由

研究テーマ

一、ジェンダー、セクシュアリティなどの

理論を基礎から学ぶ。

二、文学テクストの描かれた時代的・文化

的背景を徹底的に調べる。

三、恋愛や性を描いた近代小説を読み、先

人の悩みに思いをはせる。

四、上記、先人の悩みに思いをはせるだけで
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成など、グループワークで学ぶ。

読んで、調べて、

議論して。

とことん戦いましょう。

○ 今年の発表の課題（「それから」、「仮面の告白」など）は、
どれも文庫本で300ページ近くありますが、やりがいがあります。

○ 研究のことから、恋の悩みまで聞いてもらえそう。
○ 恋愛という身近な話題から入って、学問的なところまで話が広
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卒業論文の例



どんな変な意見を述べても、ちゃんと考え方につなげてもらえるので。

「現代文化論」で学んだ、漫画
の分析に興味を持ったから。

厳しいけど愛がある！

本のデザインや広告戦略についての話が面白かったので。

押し付けではなく、私自身の考えを大事にしてもらえるので。

一人ひとりへの指導が半端なく充実しているから。
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いろはにエッセイ

恋は、古典語なら名詞「こひ」。これは、上二段動詞「こふ」の連用形を名詞として使っている形だ（連用名詞形）。『万葉集』には、恋草という草も登場する。
それは、恋をすると心に生えてくる草のことをいう。人を恋すれば恋するほど生えてくるという草のことである。だから、実際には存在しない。

映画「メリー・ポピンズ」は５歳の時に見た。ある音楽家は主人公の美声に憧れて、その道を志したとか。ボクは、主人公が傘をパラシュートにして窓から飛び
降りるシーンを見て感動。真似をして足を骨折しました。人それぞれの人生か。

こ え

その考え、

  　ほんとにそれで納得してる？

木田ゼミでは小説を中心とした近現代の文学を研究しています。

しかし研究成果だけを追い求めることよりも、学びの過程

で自分が生きていく力を養うことを大切に考えています。

その小説はどんな視点で世界を切り取っているのか。出

来事をどのように意味づけようとしているのか。ゼミで

はそんな思考の枠組みをたくさん身につけることを

目指しています。

それはきっと、自分と世界の関係を新たに開いてく

れるはずです。

学
生

声

の

● 筒井康隆「虚人たち」論
      ―既存の虚構からの脱却―

● 司馬遼太郎『新選組血風録』論
 　―新選組を通してみる〈司馬史観〉―

● 川端康成「古都」論
　 ―パウル・クレーの影響から―

● 宇佐見りん「推し、燃ゆ」論
　 ―生きるための「推し」―

● 宮崎駿『紅の豚』の比較研究
　  ―初出並びに先行テキストから―

木田ゼミを選んだ理由

研究テーマ

○ ドラマやアニメで卒論が書けるらしいです。

○ 共同発表が多く、ゼミ仲間とより親しくなれました。

○ 課題や報告が多いので、「鍛えられた！」という充実感が

あります。

○ 就職に対して尻をたたかれまくるので、就職活動のス

タートが早く切れました。

○ 自主ゼミである近代文学読書会での討論が楽しいです。

○ 授業では、博物館で展示するような貴重な本を自由に触

らせて くれます。

一、文学作品だけではなく、映画・アニ

メ・音楽といった〈表現〉全般も研究

対象にしています。

二、文学研究の指導に加え、データの調

査・分 析、レ ポ ー ト 作 成、プ レ ゼ ン

テーションなど、就職に役立つ能力

も同時に養えます。

三、文学研究の方法が段階的に獲得でき

る授業プログラムが組まれています。

３年生終了の段階で自動的に１本の

論文が完成させられるようになって

おり、4回生の卒論にはさらに高度な

研究を追求することができます。

なんか

わからんけど、それ、

  面白そうやん！

近代文学・
現代文化木田 隆文

ゼミナール
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「エソポのハブ
ラス」の響きが

気になった。 ローマ字の日本語を読む
というのが気になった
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天保の改革による出版統制は、合巻や人情本といった俗文芸に大きなダメージを与えたことで知られる。例えば、多色刷りの豪華な表紙は、一転して藍色の
地味なものになってしまった。とある入試対策サイトを見ると、その覚え方として、「ダメな５人の店舗」（為永春水・合巻・人情本・天保の改革）とあった。どこ
か問題の本質を見誤っているような気がしてならない。

鮟鱇（あんこう）という魚、見た目は悪いが、食味よく、それを詠む句もまた印象的。「鮟鱇もわが身の業も煮ゆるかな」（久保田万太郎）・「鮟鱇の骨まで凍てて
ぶちきらる」（加藤楸邨）。後者は吊るし切りの景だが意味は深長。

て あ

Nifon no coto
ba no qenqiŭ uo 

xen to fos
suru fito n

o tam
e ni.

―日本のことばの研究をせんと欲する人のために―

特にキリシタン資料をもとに、資料にあらわれる室町時代の

日本語をきっちりと理解するというところからはじめます。

とても堅苦しいことのように思いますが、丁寧にやってい

くことで今の日本語では言い表せない、当時の人々のこと

ばに触れることができます。それには、同時代のさまざま

な資料を駆使しなければならないのですが、色々みていく

うちにその資料がどういうものなのか、という興味にも

つながっていきます。

学
生

声

の

● 接頭辞「お」「ご」における分類について

● マンガにおけるオノマトペの分析

● 16 ～ 17世紀対訳辞書の研究

● 近世の罵倒語研究

● 同訓異字の研究

● 室町時代におけるバ行・マ行の音便について

● 漢字表記のゆれの研究

山田ゼミを選んだ理由

○指導が丁寧でわかりやすい！

○意見が出やすく授業が活発

○ユーモアがあるので授業が面白いです

○授業を越えて色々な話ができる
　とても親しみやすい先生です

○相談しやすい

○学生を気にかけてくれる

○いろいろな辞書・文献を使うので、
　資料を読む力がつく

・キリシタン資料への入り口はこちら。

ローマ字で書かれた日本語を読むとこ

ろからはじめよう。

・資料を丁寧に読みながら、「何か引っか

かる」といった問題を探す能力を養っ

ていく。その能力は卒論だけではなく、

日常生活にも生かされるはず。

・資料の中のことばには知っているよう

で知らないものがたくさんある。ひと

つずつ丁寧に調べてみよう。きっと発

見がある。

・調べる中で、様々な資料に出会うこと

になる。例えば、ポルトガル語やラテン

語資料や古い日本の辞書などもある。

それらに脱線したって構わない。

研究テーマ

日本語史

「天草版」とは？

山田 昇平
ゼミナール
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とにかく方言につい
て学びたいから。

方言は本当になくなるのか、研究してみたい。

いろはにエッセイ

40 41

いろはにエッセイ

「猿まね」。猿に石を投げつけると、同じように投げ返してくるのだそうです。そこで名案。石を拾う。ポケットに入れる。ポケットから出して投げる。まねをし
た猿はパニックに陥るとか。

「救世主」。 私の特に好きな話に『徒然草』第68段がある。万病に効く薬だと信じて毎朝二本の大根を食べていた男が、ある時敵に襲われる。絶体絶命のピン
チに、2人の武士が駆けつけて、バッサバッサと敵を倒してしまう。救世主に助けられた男が「あなた方はどちら様ですか？」と聞いたところ、2人の武士は

「毎日食ってる大根でい！」と言い残して去っていった。という内容。私も毎日ジャスミン茶を飲んでいるので、いざという時は安心である。

さ き

自分が話していることばを

まず観察してみませんか。

ゼミでは方言をいろいろな角度から取り上げ、方言調査の

方法や、収集したデータ整理の仕方、分析方法について学

びます。方言の研究で大事なのは方言調査です。調査を

体験し、方言研究のおもしろさ、たのしさをぜひ味わっ

てください。

学
生

声

の

●広島安芸地域方言の世代差

●恋愛演歌歌詞の特徴についての研究 

●謝罪会見における言語行動

●徳島県石井町方言における確認要求
表現の研究

●福岡県筑豊地区における方言敬語の
記述的研究

●四国四県における魚類の呼称の考察 

●方言を活用した地域貢献のケースス
タディ

岸江ゼミを選んだ理由

〇自分自身が育った土地のことばを観察してみませんか。

〇全国の方言音声を学び、全国各地の音声やアクセントの分析
をすることも可能です。

〇方言はどうしてできたのか、その理由について学ぶ
ことができます。

〇方言だけではなく現代日本語に関するテーマで
も卒論として扱えます。

一、全国には多くの方言があります。方

言の多様性を知ることからまずはス

タートしましょう。

二、方 言 調 査 の ノ ウ ハ ウ を 身 に 付 け、

フィールドワークを体験しましょう。

三、ことばの地域差や世代差を調べてみ

ると、ことばは変化していることに

気づきます。言語変化のメカニズム

について解明するため、多くの先行

研究に触れましょう。

四、方言を整理したり分析したりするに

あたって様々な技術が学べます。音

声分析ソフトや統計ソフトなどを活

用した方言の研究方法を身に付けま

しょう。データ整理やデータ分析を

身に付けると就職したあと、役に立

ちます。

研究テーマ

国語学・方
言学・

社会言語学

方言の調査がおもしろそう。

方言調査で遠いところに行ってみたい。

狭い日本ですが、全国には
たくさん方言があります。

まずは全国の方言について
学びましょう。

岸江 信介
ゼミナール
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いろはにエッセイゆ め

1957年、百貨店のそごうが有楽町に進出する。そごうの宣伝部長は、アメリカ映画「ラスベガスで会いましょう」からヒントを得て、「有楽町で会いましょう」
というキャッチコピーを考えた。後にフランク永井が歌ってヒットしたあの唄のタイトルだ。街に新しい出会いのスポットが誕生した。奈良の待ち合わせ場
所といえば、やはり――「行基像前で会いましょう」。字あまり。

ヒカリメダカという魚がいる。クラゲの発光遺伝子を組み込んだ人工的な品種で、しかも自然界への影響を恐れて生殖機能が破壊されているらしい。そのメ
ダカを見たとき、ふとある芸人の「暇をもてあました神々の遊び」というギャグが脳をよぎった。ただしヒカリメダカは「暇をもてあました人々の遊び」なの
だろう。ギャグにしてはなんだか怖い。

奈良大学の
図書館は
す ご い

国文学科の
研究室は
す ご い

共同研究室は、学生が自習するための場所です。基本的な資料、注釈書、辞書、参考書類があります。
古典文学、近代文学、国語学、さらには中国文学に関する基礎資料が所狭しと並んでいます。

大学での勉強は、自学自習が基本。ただ漠然と授業を聴くだけではなく、自分で調べることが大
切です。そのための場所が共同研究室です。

勉強する場としては図書館もありますが、研究室で勉強していると、同じ境遇の先輩後輩がい
て、研究テーマについて話し合ったりすることもあります。ふらりと教員が入ってくることもあ
り、手軽に質問したりすることもできます。突然、お土産が配られたりすることも。

学生同士、さらには教員との近しさが国文学科の特長ですが、共同研究室にいると、それを実感
できます。 演習室は、おもに少人数のゼミなどで使用しますが、ここには、「こくぶん文庫」と名付

けられた図書があります。教員から寄贈された本です
が、村上春樹の小説やら、藤沢周平の時代小説、はたま
た、普通には見ることの出来ない歌集やら、果ては重厚
な研究書まで、はやりのものからマニアックなものま
で、奈良大学的国文学が集約されているといってもいい
かもしれません。しかも貸出可です（30日）。

多くの公共図書館や大学図書館では、図書は開架と閉架に分けられていて、古くて貴重な図書
や雑誌は係の人に請求して出してもらわなくてはいけません。ここの図書館はそんな手続き
はいりません。ほとんどの図書は館内を歩いて探せますし、雑誌も貸し出してくれます。学生
の勉強をサポートしてくれるこんな図書館は珍しいと思います。開かれた図書館だから、地域
の人達も気軽に利用しているんですよ。

利用者がすごく使いやすい。

たとえばダーウィンの『種の起源』の初版本、国文学では竹下夢二のきれ
いな初版本がたくさん収められています。こんなにまとまっているのは
全国でも珍しいんですよ。それから、藤田三郎文庫っていうのがあって、
昭和初期の貴重な詩の資料が揃っています。ほかにも、江戸時代のもの
では、伊勢物語の注釈書とか、芭蕉などの俳諧関係の資料とか ̶̶ 。

すごく貴重な本や資料がたくさんある。

6つの学科が分担して、図書館の貴重な収蔵品を紹介しています。
学生はもちろん、さまざまな地域からたくさんの見学者が来るん
ですよ。

質の高い企画展が

　　　　春と秋に開かれる。

「こくぶん文庫」の本棚

伊勢物語和歌注

世界最古の印刷物とも言われている『百万塔陀羅尼経』
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世界最古の印刷物とも言われている『百万塔陀羅尼経』
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「ミカンぜめ」の和歌山の巻。和歌山県で講演会があって、講演でミカンがおいしいといったら、100キロ送ってきてくれました。学生さんと散々食べたあ
と、研究室の電話が鳴りました。「すみません、少しで。足りなかったら言ってください。」・・・人はミカンのみで生きるには非ず。

「しあわせます、本当に」は、山口県で用いられる表現です。この「しあわせる」は「し合わせる」で、好都合だ、助かる、といった意味を表す動詞に「ます」が付
いたもので、「幸せ」という名詞に「ます」が付いたものではありません。（幸福を意味する「幸せ」という語自体、本来はこの動詞から派生したものですが。）

み し

奈良県教育委員会に中学校教員として採用され、2年目を迎えました。現
在、奈良市立中学校で国語を担当しており、また学級担任も持たせていただ
いています。ソフトテニス部の顧問でもあり、子どもたちと楽しい日々を過
ごしています。

苦手だった国語が、好きな教科に変わった経験から、国語の楽しさを伝え
たいと考えるようになりました。国文学科に進学し、将来に向けて、実際に生
徒に教える経験を積もうと塾講師のアルバイトを始めました。生徒の成績が
なかなか伸びず、自分に向いていないのではと悩んでいたとき、「奈良大学教
職学習会」の存在を知り、参加することにしました。この学習会では、教員採
用試験対策や模擬授業はもちろん、教育問題に関するディスカッションを
行ったり、卒業生である現職教員の実践報告を聞き、交流を図ることができ
ます。教員志望の仲間と励まし合ったり、教員として活躍中の先輩たちから
話を聞いたりすることで、教師になりたいというモチベーションを高めるこ
とができました。教員採用試験前には、先輩と顧問の先生が模擬面接をして
くださり、「結論から言うと話がまとまる」「身ぶり手ぶりが大きくなりすぎ
るので注意して」といった具体的な助言がとても役立ちました。

がんばる卒業生たち
仲間と励まし合ったり、先輩や先生の
具体的な助言がとても役立ちました。

吉川 夢華さん
　奈良市立中学校勤務

2020年卒業

畑中 正也さん
千葉県栄町役場勤務

2019年卒業

1～2年生のうちは、片道2時間半かけて通学しながら単位を取得
するのに精いっぱい。アルバイトもしましたが、コンビニの夜勤で
体調を崩し、自分には規則正しい生活リズムが大事だとわかりまし
た。就職については3年生はじめのガイダンスで初めて意識。民間企
業に勤める兄の助言もあって、公務員を志望し、1年間「公務員試験
対策講座」を受講して、苦手だった数学を克服しました。講座では、3
年生後半の模試の結果をもとに具体的な受験対策を相談ができた
のがよかったです。兄が住む関東圏の自治体を中心に数多く受験し
たので、交通費の工面が大変でした。面接では、小中高と続けてきた
剣道で段位を持っていることが、話が広がるきっかけとなり役立ち
ました。

苦手科目を克服し、受験プランも相談。
公務員試験対策講座が役立ちました。

川渕 紗佳さん　
大阪大学大学院文学研究科在籍
2020年卒業

今に生きる、奈良大学での学び。

奈良大学卒業後、大阪大学大学院に進学しました。現在は、中世にお
ける『源氏物語』の享受を主な研究対象としています。ゆったりとした
奈良の地で過ごした4年間の日々を、懐かしく感じる今日この頃です。

奈良大学の一番の魅力は、上代から近代までの文学作品と、国語学を
学べることにあります。それぞれの分野において、第一線で活躍されて
いる先生方から学ぶことができたのは貴重な時間でした。講義やゼミ
はもちろん、自主的な勉強会なども開催されており、意欲的に学ぼうと
する学生を伸ばしてくださる先生方がいらっしゃいます。また、学問に
対して真摯に向き合う姿勢を持った学生が多いのも特徴です。先生方
のご指導と、先輩・同期・後輩と切磋琢磨した時間のおかげで、文学作品
を研究する姿勢が身に付きました。

大学時代は自分の長所を見つけ、それを伸ばす時間です。まだ気づい
ていない自分自身の可能性を見つけてくれる環境が奈良大学にはあり
ます。

第一線で活躍されている
先生方から学ぶことができる

伊東 朝香さん
株式会社福島民報社勤務　
2021年卒業

地域の歴史や文化に携わりたい

就職を考えた際に、文学部として学んできた文化に携わる職業に就
きたいと思いました。そこで歴史資料として重要な新聞にスポットを
当て、実家で購読していたのをきっかけに福島民報社に興味をもちま
した。

社員とのやり取りはコロナ禍でありますのでリモートやメールが中
心となりましたが、その中でも伝わる先輩方の明るさや丁寧なお返事、
社会人としての姿等に憧れを持ち入社を決めました。

福島民報社は創立が1892年で、もうすぐ130周年を迎える福島県内
でも長い歴史を持つ新聞社です。その中で培ってきた地域での信頼は
大きなもので、その一端を担うこととなり大きな責任を感じています。

全体での研修が終わり、現在は広告局に配属され、そこで丁寧な研修
を受けています。内勤の業務勉強や営業先へのご挨拶など、慣れないこ
とや分からない事の方がまだまだ多い状態です。連休明けからは営業
部に配属となり、1人で営業先に向かうことになります。不安も大きい
ですが、良くしてくださる上司の皆様や先輩方の力となれるよう努め
ていきます。
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馬琴の『椿説弓張月』に「そはゑせ博士が虚言（そらごと）ならん、こゝろに留め給ふな」（残編・第６４回）という台詞がある。ここでいう博士は、陰陽博士を指
しているのだが、某理系研究者の起こした問題が思い出される。研究者の一人として、何とも身につまされる思いのする言葉だ。
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は先生だけの

くずし字を読む会
「くずし字」とは、古典や古文書などにみられる文字の形を

崩して書かれた書体のことです。古典文学を学ぶ中で、活字
になっていない作品を読みたい、活字本でなく原本で読み
たいという学生の声にこたえてスタートしました。最初は
少人数でしたが、現在では各学年から20名近い学生が参加
するようになりました。

「古事記神話」を読む会
読んで字のごとく、「古事記」の神話として知られた天の岩屋戸、ヤマタノヲロチ、イナバノシロウサギ、
海幸山幸神話などを、受講生の意見を交えながら、いろいろな角度から読み進めていきます。神話に興
味を持つ学生だけではなく、記紀万葉、民俗学、あるいはファンタジーなど、さまざまな関心をもつメン
バーがたくさん集まっています。

近現代文学読書会
近現代の文学作品を読み、その魅力やテーマを語り合います。自分の知らなかった作品に巡りあえ
るのはもちろん、文学作品を読むための視点や分析の方法、さらには自分の意見を他人に伝える経
験を得ることができるので、授業での発表や就職活動の練習にもつながっています。

台湾の大学生とオンライン交流会
台湾の淡江大学・日本語文学科の学生さんとオンラインで
交流会をしています。日本や台湾の文化、文学、ことばなど
について、毎回一つの話題をもうけて、プレゼンや話し合い
をします。台湾の文化を知るだけではなく、文化の違いを知
ることで日本語の特性や文化の特質を知る機会にもなって
います。国文学科では台湾での海外研修を行っています。淡
江大学は、国文学科の海外研修の交流先の一つです。

奈良大学国文学科の学生の特徴は、とにかく自分のやりたいことにこだ
わる人が多いこと。ここに紹介する〈勉強会〉は、授業ではなく、学びを深
めたい学生たちが自主的に立ち上げた研究の場です。入学後はぜひ自分
の興味や関心を仲間と共に深めてください。
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　から以下のいずれかに乗車。
※「学園前駅」行は朝９時までの運行。

のりば

行先 奈良大学
構内

下車
バス停

奈良大学
構内

所要
時間
等

約５分｡
下車すぐ。

学園前駅
※

奈良大学

約５分｡
下車1分。

右京神功
循環･内回り

神功南口

約１２分｡
下車後､
道路反対側
へ約２分｡

１番のりば１番のりば 3番のりば

ご来場の際は、公共交通機関を
ご利用ください。

■徒歩　近鉄「高の原」駅より、約18分　

※「奈良大学構内」行きは授業日のみ運行。
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馬琴の『椿説弓張月』に「そはゑせ博士が虚言（そらごと）ならん、こゝろに留め給ふな」（残編・第６４回）という台詞がある。ここでいう博士は、陰陽博士を指
しているのだが、某理系研究者の起こした問題が思い出される。研究者の一人として、何とも身につまされる思いのする言葉だ。

発行  奈良大学 文学部 国文学科　〒631-8502　奈良市山陵町 1500
　　　 TEL 0742-44-1251　FAX 0742-41-0650（代表）

［奈良大学のホームページ］https://www.nara-u.ac.jp/
［国文学科のホームページ］https://www.nara-u.ac.jp/faculty/let/jpn/

国文学ヘの扉
Department of Japanese Literature, Faculty of Letters, Nara University

2023年7月1日発行

は先生だけの

くずし字を読む会
「くずし字」とは、古典や古文書などにみられる文字の形を

崩して書かれた書体のことです。古典文学を学ぶ中で、活字
になっていない作品を読みたい、活字本でなく原本で読み
たいという学生の声にこたえてスタートしました。最初は
少人数でしたが、現在では各学年から20名近い学生が参加
するようになりました。

「古事記神話」を読む会
読んで字のごとく、「古事記」の神話として知られた天の岩屋戸、ヤマタノヲロチ、イナバノシロウサギ、
海幸山幸神話などを、受講生の意見を交えながら、いろいろな角度から読み進めていきます。神話に興
味を持つ学生だけではなく、記紀万葉、民俗学、あるいはファンタジーなど、さまざまな関心をもつメン
バーがたくさん集まっています。

近現代文学読書会
近現代の文学作品を読み、その魅力やテーマを語り合います。自分の知らなかった作品に巡りあえ
るのはもちろん、文学作品を読むための視点や分析の方法、さらには自分の意見を他人に伝える経
験を得ることができるので、授業での発表や就職活動の練習にもつながっています。

台湾の大学生とオンライン交流会
台湾の淡江大学・日本語文学科の学生さんとオンラインで
交流会をしています。日本や台湾の文化、文学、ことばなど
について、毎回一つの話題をもうけて、プレゼンや話し合い
をします。台湾の文化を知るだけではなく、文化の違いを知
ることで日本語の特性や文化の特質を知る機会にもなって
います。国文学科では台湾での海外研修を行っています。淡
江大学は、国文学科の海外研修の交流先の一つです。

奈良大学国文学科の学生の特徴は、とにかく自分のやりたいことにこだ
わる人が多いこと。ここに紹介する〈勉強会〉は、授業ではなく、学びを深
めたい学生たちが自主的に立ち上げた研究の場です。入学後はぜひ自分
の興味や関心を仲間と共に深めてください。

研 究
ものじゃない！
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快速急行・急行 約 29 分
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「学園前駅」行き
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※上記の駅名に付記した時間は、
　高の原駅までの乗車時間です。
　乗り換え等にかかる時間は含んでいません。
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■バス　高の原駅前のバスターミナル　　　
　から以下のいずれかに乗車。
※「学園前駅」行は朝９時までの運行。
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等

約５分｡
下車すぐ。

学園前駅
※

奈良大学

約５分｡
下車1分。

右京神功
循環･内回り

神功南口

約１２分｡
下車後､
道路反対側
へ約２分｡

１番のりば１番のりば 3番のりば

ご来場の際は、公共交通機関を
ご利用ください。

■徒歩　近鉄「高の原」駅より、約18分　

※「奈良大学構内」行きは授業日のみ運行。




